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伊
尾
木
洞
は
長
さ
50
ｍ
、高
さ
10
ｍ
、幅
10

ｍ
ほ
ど
の
洞
窟
で
、こ
こ
に
は
60
種
類
以
上

の
シ
ダ
が
共
生
し
て
い
ま
す
。多
種
の
シ
ダ

が
１
カ
所
に
共
生
す
る
の
は
大
変
珍
し
く
、

1
9
2
6
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。崖
の
壁
面
は
び
っ
し
り
と
シ
ダ
に
覆
わ

れ
、天
井
か
ら
は
木
漏
れ
日
が
射
し
、神
秘
的
な
光
景

が
広
が
り
ま
す
。耳
を
澄
ま
す
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
野

鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
、五
感
で
自
然
の
力
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】　
国
道
55
号
線
沿
い
の
安
芸
警
察
署
伊
尾

木
駐
在
所
前
に
伊
尾
木
洞
の
看
板
が
あ
り
ま
す
。看
板

か
ら
1
0
0
ｍ
ほ
ど
北
に
進
む
と
、洞
窟
の
入
口
が
あ

り
、長
靴
を
履
い
て
川
の
中
を
進
ん
で
行
き
ま
す
。　 

（
徳
廣
）

涼
を
求
め
て
　

　国
の
天
然
記
念
物

　
　
　「伊
尾
木
洞
シ
ダ
群
落
」へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　詳
し
く
は
、24
ペ
ー
ジ「
編
集
室
か
ら
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 日 曜 7月の主な行事 時　間 場　　所

２
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木

第32回安芸全国書展（～8／17）

「社会を明るくする運動」啓発パレード

安芸市体育祭（陸上）

安芸市体育祭（スカッシュバレー）

安芸市体育祭（ビーチボールバレー）

夏季大学講座（腰塚 勇人）

夏季大学講座（イクラ）

安芸市体育祭（バドミントン）

夏季大学講座（矢守 克也）

夏季大学講座（安藤 和津）

夏季大学講座（島田 洋七）

9：00～17：00

16：00～

9：00～

8：40～

8：30～

19：00～20：30

19：00～20：15

9：00～

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：15

書道美術館

市役所スタート

芸西村憩ヶ丘運動公園

安芸市体育館

内原野体育館ほか

市民会館

市民会館

安芸市体育館

市民会館

市民会館

市民会館
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安
芸
市
議
会
行
政
報
告

地域課題の解決へまちづくり懇談会を再開
地域住民と市職員が連携し、課題の把握・解決に取り組む

南海地震に備え津波避難対策を一層推進
津波避難路・避難タワーを整備し被害を軽減

　6月12日に開会した平成26年第2回安
芸市議会定例会で、横山市長は次のよ
うに行政報告を行いました。（要旨）

一
般
会
計
、
元
気
バ
ス
事
業
、
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
、
鉄
道
経
営
助
成
基

金
事
業
、
墓
地
公
園
事
業
の
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
『
普
通
会
計
』
ベ
ー
ス
の
実
質

収
支
は
、
約
2
億
1
，
0
4
0
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
お
り
、
起
債
残
高
は
約

1
3
1
億
円
に
減
少
し
、
実
質
公
債
費
比

率
は
14
・
3
％
の
見
込
み
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
退
職
者
医
療
交
付
金
な
ど
の
減
少

や
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
単
年
度
収

支
が
約
1
億
2
，
6
3
0
万
円
の
赤
字
と

な
り
、
累
積
赤
字
額
は
約
3
億
9
3
0
万

円
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

住
宅
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
で
は
、

第
3
期
内
原
野
住
宅
団
地
の
造
成
工
事
に

お
い
て
軟
弱
地
盤
の
入
れ
換
え
が
発
生
し

た
た
め
、
予
定
し
て
い
た
平
成
26
年
3
月

末
の
分
譲
に
間
に
合
わ
ず
、
実
質
収
支
は

約
1
，
3
7
0
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
団
地
分
譲
に
つ
い
て
は
、
4
月
27

日
に
実
施
し
、
22
区
画
が
分
譲
済
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、
本
市

は
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
」
に
国
か
ら
指
定
さ
れ
、
中
で
も
津
波

被
害
の
大
き
い
地
域
と
し
て
「
津
波
避
難

対
策
特
別
強
化
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い

平
成
25
年
度
決
算
概
要

南
海
地
震
対
策

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

路
線
バ
ス
等
公
共
交
通
を
運
行
す
る

土
佐
電
鉄
と
県
交
通
の
経
営
統
合

教
育

農
業
振
興

高
速
道
路
整
備

新
火
葬
場
整
備

ま
す
。

特
別
強
化
地
域
で
は
、
津
波
避
難
路
や

津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
の
国
庫
負
担
割
合

の
引
き
上
げ
な
ど
財
政
支
援
が
得
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
津
波
避
難
対
策
緊
急

事
業
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、
津
波
避

難
対
策
を
加
速
化
し
て
い
き
ま
す
。

安
芸
市
南
海
地
震
対
策
5
カ
年
計
画
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
日
ノ
出
町
の

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
の
で
の
館
」
の
外

付
け
避
難
階
段
や
市
体
育
館
の
駐
車
場
に

建
設
し
て
い
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成

し
て
お
り
、
引
き
続
き
本
町
5
丁
目
・
千

歳
町
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
、
土
居
玉

造
地
区
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
用
地
取
得
、

津
波
避
難
路
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
防

災
行
政
無
線
施
設
の
運
用
を
4
月
1
日
か

ら
開
始
し
て
お
り
、
災
害
時
な
ど
に
お
け

る
市
民
へ
の
迅
速
な
情
報
伝
達
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
聴
力
に
障
害
の
あ
る
人
に
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
災
害
情
報

や
行
政
情
報
を
迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
、

文
字
表
示
装
置
付
防
災
行
政
無
線
個
別
受

信
機
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
、
小
・
中
学
校
の
高
台
移
転
や

統
廃
合
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
7
月
を
目

処
に
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
予
定
で
、

現
在
、
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た
国
道
55

号
の
川
北
歩
道
整
備
が
今
年
度
か
ら
新
規

事
業
化
さ
れ
て
お
り
、
国
に
よ
り
測
量
な

ど
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
事
業

化
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

安
芸
道
路
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
国
に
よ
り
現
地
測
量
お
よ
び
調

査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
設
計
協

議
に
着
手
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

大
山
道
路
の
う
ち
整
備
区
間
2
ｋ
ｍ
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
中
に
供
用
の
予
定
で
あ

り
、
引
き
続
き
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
が
整
備
し
て
い
る
安
芸
中
央
イ
ン
タ

ー
線
や
県
道
大
久
保
伊
尾
木
線
で
は
、
用

地
買
収
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
部
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
、
事
業
化
区
間
の
早
期
完
成
や
、

本
市
以
東
の
未
事
業
化
区
間
の
新
規
着
手

を
強
く
求
め
て
要
望
活
動
を
積
み
重
ね
て

い
き
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
火
葬
場
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

「
黒
瀬
谷
」
の
1
カ
所
に
絞
り
込
み
を
行

い
、
4
月
25
日
に
産
業
厚
生
委
員
会
へ
ご

説
明
を
し
て
い
ま
す
。

直
接
の
進
入
ル
ー
ト
に
あ
た
る
伊
尾
木

宮
田
岡
地
区
へ
は
、
私
と
環
境
課
職
員
が

全
世
帯
を
お
伺
い
し
、
候
補
地
決
定
に
至

っ
た
経
緯
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
6
月
10
日
に
は
伊
尾
木
地
区
全
世

帯
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
宮
田
岡
地
区
へ
の
訪
問
や
伊
尾

木
地
区
全
世
帯
対
象
の
説
明
会
で
は
、

「
や
む
を
得
な
い
」
、
「
過
去
の
い
き
さ

つ
も
あ
る
が
、
今
の
状
況
か
ら
す
る
と
仕

方
が
な
い
」
な
ど
の
意
見
や
、
「
最
終
処

分
場
や
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
建
設
時
の
経
緯

な
ど
か
ら
反
対
」
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
正
式
に
候
補
地
が
決
定
す
れ
ば

速
や
か
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
今
議
会
の

補
正
予
算
に
用
地
測
量
な
ど
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
に
強
い
産
地
づ
く
り
に
向
け

て
は
、
野
生
鳥
獣
の
生
態
や
被
害
状
況
を

把
握
し
、
集
落
に
近
づ
け
な
い
環
境
整
備

や
防
護
柵
な
ど
に
よ
る
防
除
、
捕
獲
な
ど

総
合
的
な
対
策
が
重
要
で
す
。

市
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
被
害
対
策
に

取
り
組
む
た
め
に
県
の
「
野
生
鳥
獣
に
強

い
集
落
づ
く
り
事
業
」
を
要
望
し
、
入
河

内
地
区
で
の
事
業
実
施
が
決
定
し
て
い
ま

す
。今

後
は
、
専
門
機
関
に
よ
る
被
害
調
査

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
地
元

と
協
議
を
進
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
農
家
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

県
な
ど
で
構
成
す
る
中
央
地
域
公
共
交

通
再
構
築
検
討
会
に
お
い
て
、
両
会
社
に

対
す
る
経
営
分
析
な
ど
を
行
っ
た
結
果
で

は
、
両
会
社
と
も
実
質
的
に
債
務
超
過
の

状
態
で
あ
り
、
単
独
で
の
公
共
交
通
事
業

の
継
続
は
困
難
と
の
指
摘
が
出
さ
れ
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
再

構
築
す
る
た
め
の
新
会
社
設
立
な
ど
の
ス

キ
ー
ム
案
が
4
月
28
日
に
検
討
会
か
ら
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
で
は
、
沿
線
自
治
体
か
ら
の
支
援

と
し
て
出
資
金
な
ど
の
必
要
性
が
示
さ
れ
、

本
市
を
含
む
12
市
町
村
に
対
し
て
出
資
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

市
と
し
て
も
、
あ
ら
た
め
て
通
院
、
通

学
な
ど
の
利
用
状
況
の
実
態
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
利
用
動
向
や
費
用
負

担
の
見
込
み
、
代
替
手
段
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
最
終
的
に

路
線
バ
ス
な
ど
の
果
た
し
て
い
る
公
益
的

な
役
割
・
必
要
性
を
確
認
し
て
お
り
、
こ

の
枠
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

出
資
金
を
拠
出
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。今

後
は
、
路
線
の
再

編
や
運
行
維
持
費
補
助

金
負
担
な
ど
に
つ
い
て

県
お
よ
び
関
係
市
町
村

な
ど
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
安
定
的
な
公
共

交
通
の
確
保
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
市
制
施
行
60
周
年
記

念
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間

中
に
2
つ
の
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

1
つ
目
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
防

災
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
や
、
今
後

の
防
災
教
育
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
す
る
「
中
学
生
　
東
日
本
大
震
災

に
学
ぶ
」
で
す
。

本
市
の
中
学
生
が
、
2
泊
3
日
の
予
定

で
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
問
し
、

被
災
者
の
体
験
な
ど
に
触
れ
、
被
災
状
況

や
復
旧
・
復
興
状
況
に
つ
い
て
学
び
、
身

に
つ
け
る
べ
き
知
識
や
行
動
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

2
つ
目
は
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
子

ど
も
議
会
の
開
催
で
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
社
会
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
視
点
で
本
市
に

つ
い
て
身
近
に
感
じ
る
こ
と
や
、
子
ど
も

た
ち
の
夢
や
希
望
を
語
っ
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
、
市
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
づ
く
り
で
は
、
土
居
小
学
校
の
余

裕
教
室
を
改
修
し
、
土
居
学
童
保
育
所
を

開
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
7
月
1
日

の
開
所
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
次
代
の
担
い
手
と
な
る
子
ど

も
た
ち
の
発
想
力
や
将
来
の
可
能
性
を
拡

げ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

成
長
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

地
域
住
民
と
市
職
員
が
連
携
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
が
5
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

懇
談
会
は
、
民
生
委
員
や
地
区
長
な
ど

で
構
成
す
る
地
域
の
座
談
会
を
ベ
ー
ス
に

年
4
回
程
度
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
市

内
全
域
を
13
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

担
当
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

担
当
職
員
は
、
担
い
手
不
足
や
地
域
資

源
の
活
用
、
高
齢
者
の
見
守
り
、
伝
統
行

事
の
継
続
な
ど
各
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、

地
域
が
主
体
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
め

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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安
芸
市
議
会
行
政
報
告

地域課題の解決へまちづくり懇談会を再開
地域住民と市職員が連携し、課題の把握・解決に取り組む

南海地震に備え津波避難対策を一層推進
津波避難路・避難タワーを整備し被害を軽減

　6月12日に開会した平成26年第2回安
芸市議会定例会で、横山市長は次のよ
うに行政報告を行いました。（要旨）

一
般
会
計
、
元
気
バ
ス
事
業
、
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
、
鉄
道
経
営
助
成
基

金
事
業
、
墓
地
公
園
事
業
の
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
『
普
通
会
計
』
ベ
ー
ス
の
実
質

収
支
は
、
約
2
億
1
，
0
4
0
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
お
り
、
起
債
残
高
は
約

1
3
1
億
円
に
減
少
し
、
実
質
公
債
費
比

率
は
14
・
3
％
の
見
込
み
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
退
職
者
医
療
交
付
金
な
ど
の
減
少

や
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
単
年
度
収

支
が
約
1
億
2
，
6
3
0
万
円
の
赤
字
と

な
り
、
累
積
赤
字
額
は
約
3
億
9
3
0
万

円
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

住
宅
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
で
は
、

第
3
期
内
原
野
住
宅
団
地
の
造
成
工
事
に

お
い
て
軟
弱
地
盤
の
入
れ
換
え
が
発
生
し

た
た
め
、
予
定
し
て
い
た
平
成
26
年
3
月

末
の
分
譲
に
間
に
合
わ
ず
、
実
質
収
支
は

約
1
，
3
7
0
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
団
地
分
譲
に
つ
い
て
は
、
4
月
27

日
に
実
施
し
、
22
区
画
が
分
譲
済
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、
本
市

は
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
」
に
国
か
ら
指
定
さ
れ
、
中
で
も
津
波

被
害
の
大
き
い
地
域
と
し
て
「
津
波
避
難

対
策
特
別
強
化
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い

平
成
25
年
度
決
算
概
要

南
海
地
震
対
策

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

路
線
バ
ス
等
公
共
交
通
を
運
行
す
る

土
佐
電
鉄
と
県
交
通
の
経
営
統
合

教
育

農
業
振
興

高
速
道
路
整
備

新
火
葬
場
整
備

ま
す
。

特
別
強
化
地
域
で
は
、
津
波
避
難
路
や

津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
の
国
庫
負
担
割
合

の
引
き
上
げ
な
ど
財
政
支
援
が
得
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
津
波
避
難
対
策
緊
急

事
業
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、
津
波
避

難
対
策
を
加
速
化
し
て
い
き
ま
す
。

安
芸
市
南
海
地
震
対
策
5
カ
年
計
画
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
日
ノ
出
町
の

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
の
で
の
館
」
の
外

付
け
避
難
階
段
や
市
体
育
館
の
駐
車
場
に

建
設
し
て
い
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成

し
て
お
り
、
引
き
続
き
本
町
5
丁
目
・
千

歳
町
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
、
土
居
玉

造
地
区
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
用
地
取
得
、

津
波
避
難
路
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
防

災
行
政
無
線
施
設
の
運
用
を
4
月
1
日
か

ら
開
始
し
て
お
り
、
災
害
時
な
ど
に
お
け

る
市
民
へ
の
迅
速
な
情
報
伝
達
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
聴
力
に
障
害
の
あ
る
人
に
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
災
害
情
報

や
行
政
情
報
を
迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
、

文
字
表
示
装
置
付
防
災
行
政
無
線
個
別
受

信
機
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
、
小
・
中
学
校
の
高
台
移
転
や

統
廃
合
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
7
月
を
目

処
に
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
予
定
で
、

現
在
、
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た
国
道
55

号
の
川
北
歩
道
整
備
が
今
年
度
か
ら
新
規

事
業
化
さ
れ
て
お
り
、
国
に
よ
り
測
量
な

ど
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
事
業

化
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

安
芸
道
路
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
国
に
よ
り
現
地
測
量
お
よ
び
調

査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
設
計
協

議
に
着
手
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

大
山
道
路
の
う
ち
整
備
区
間
2
ｋ
ｍ
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
中
に
供
用
の
予
定
で
あ

り
、
引
き
続
き
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
が
整
備
し
て
い
る
安
芸
中
央
イ
ン
タ

ー
線
や
県
道
大
久
保
伊
尾
木
線
で
は
、
用

地
買
収
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
部
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
、
事
業
化
区
間
の
早
期
完
成
や
、

本
市
以
東
の
未
事
業
化
区
間
の
新
規
着
手

を
強
く
求
め
て
要
望
活
動
を
積
み
重
ね
て

い
き
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
火
葬
場
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

「
黒
瀬
谷
」
の
1
カ
所
に
絞
り
込
み
を
行

い
、
4
月
25
日
に
産
業
厚
生
委
員
会
へ
ご

説
明
を
し
て
い
ま
す
。

直
接
の
進
入
ル
ー
ト
に
あ
た
る
伊
尾
木

宮
田
岡
地
区
へ
は
、
私
と
環
境
課
職
員
が

全
世
帯
を
お
伺
い
し
、
候
補
地
決
定
に
至

っ
た
経
緯
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
6
月
10
日
に
は
伊
尾
木
地
区
全
世

帯
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
宮
田
岡
地
区
へ
の
訪
問
や
伊
尾

木
地
区
全
世
帯
対
象
の
説
明
会
で
は
、

「
や
む
を
得
な
い
」
、
「
過
去
の
い
き
さ

つ
も
あ
る
が
、
今
の
状
況
か
ら
す
る
と
仕

方
が
な
い
」
な
ど
の
意
見
や
、
「
最
終
処

分
場
や
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
建
設
時
の
経
緯

な
ど
か
ら
反
対
」
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
正
式
に
候
補
地
が
決
定
す
れ
ば

速
や
か
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
今
議
会
の

補
正
予
算
に
用
地
測
量
な
ど
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
に
強
い
産
地
づ
く
り
に
向
け

て
は
、
野
生
鳥
獣
の
生
態
や
被
害
状
況
を

把
握
し
、
集
落
に
近
づ
け
な
い
環
境
整
備

や
防
護
柵
な
ど
に
よ
る
防
除
、
捕
獲
な
ど

総
合
的
な
対
策
が
重
要
で
す
。

市
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
被
害
対
策
に

取
り
組
む
た
め
に
県
の
「
野
生
鳥
獣
に
強

い
集
落
づ
く
り
事
業
」
を
要
望
し
、
入
河

内
地
区
で
の
事
業
実
施
が
決
定
し
て
い
ま

す
。今

後
は
、
専
門
機
関
に
よ
る
被
害
調
査

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
地
元

と
協
議
を
進
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
農
家
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

県
な
ど
で
構
成
す
る
中
央
地
域
公
共
交

通
再
構
築
検
討
会
に
お
い
て
、
両
会
社
に

対
す
る
経
営
分
析
な
ど
を
行
っ
た
結
果
で

は
、
両
会
社
と
も
実
質
的
に
債
務
超
過
の

状
態
で
あ
り
、
単
独
で
の
公
共
交
通
事
業

の
継
続
は
困
難
と
の
指
摘
が
出
さ
れ
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
再

構
築
す
る
た
め
の
新
会
社
設
立
な
ど
の
ス

キ
ー
ム
案
が
4
月
28
日
に
検
討
会
か
ら
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
で
は
、
沿
線
自
治
体
か
ら
の
支
援

と
し
て
出
資
金
な
ど
の
必
要
性
が
示
さ
れ
、

本
市
を
含
む
12
市
町
村
に
対
し
て
出
資
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

市
と
し
て
も
、
あ
ら
た
め
て
通
院
、
通

学
な
ど
の
利
用
状
況
の
実
態
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
利
用
動
向
や
費
用
負

担
の
見
込
み
、
代
替
手
段
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
最
終
的
に

路
線
バ
ス
な
ど
の
果
た
し
て
い
る
公
益
的

な
役
割
・
必
要
性
を
確
認
し
て
お
り
、
こ

の
枠
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

出
資
金
を
拠
出
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。今

後
は
、
路
線
の
再

編
や
運
行
維
持
費
補
助

金
負
担
な
ど
に
つ
い
て

県
お
よ
び
関
係
市
町
村

な
ど
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
安
定
的
な
公
共

交
通
の
確
保
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
市
制
施
行
60
周
年
記

念
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間

中
に
2
つ
の
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

1
つ
目
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
防

災
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
や
、
今
後

の
防
災
教
育
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
す
る
「
中
学
生
　
東
日
本
大
震
災

に
学
ぶ
」
で
す
。

本
市
の
中
学
生
が
、
2
泊
3
日
の
予
定

で
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
問
し
、

被
災
者
の
体
験
な
ど
に
触
れ
、
被
災
状
況

や
復
旧
・
復
興
状
況
に
つ
い
て
学
び
、
身

に
つ
け
る
べ
き
知
識
や
行
動
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

2
つ
目
は
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
子

ど
も
議
会
の
開
催
で
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
社
会
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
視
点
で
本
市
に

つ
い
て
身
近
に
感
じ
る
こ
と
や
、
子
ど
も

た
ち
の
夢
や
希
望
を
語
っ
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
、
市
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
づ
く
り
で
は
、
土
居
小
学
校
の
余

裕
教
室
を
改
修
し
、
土
居
学
童
保
育
所
を

開
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
7
月
1
日

の
開
所
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
次
代
の
担
い
手
と
な
る
子
ど

も
た
ち
の
発
想
力
や
将
来
の
可
能
性
を
拡

げ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

成
長
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

地
域
住
民
と
市
職
員
が
連
携
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
懇
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5
月
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ま
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。

懇
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会
は
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民
生
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員
や
地
区
長
な
ど

で
構
成
す
る
地
域
の
座
談
会
を
ベ
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ス
に

年
4
回
程
度
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
市

内
全
域
を
13
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

担
当
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

担
当
職
員
は
、
担
い
手
不
足
や
地
域
資

源
の
活
用
、
高
齢
者
の
見
守
り
、
伝
統
行

事
の
継
続
な
ど
各
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、

地
域
が
主
体
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
め

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

②2014.06.17　Ｉ

▲まちづくり懇親会（座談会）
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■資源ごみ収集日一覧表
「缶・紙・古着・ペットボトル」の日

7月の資源ごみ収集日
「ビン・有害ごみ」の日

缶・スプレー缶・紙（新聞とチラシ・雑誌・ダン
ボール・紙パック）・ペットボトル・古着 

久世町・庄之芝町・染井町・桜ヶ丘町・幸町・
宝永町・黒鳥・植野・井ノ口・栃ノ木 

本町・１～５丁目・土居・僧津・伊尾木・下山 

花園町・柳田・矢ノ丸１～４丁目・港町１～２
丁目・内原野・花・川北・江川・小松原 

日ノ出町・寿町・清和町・千歳町・津久茂町・
馬ノ丁・赤野・穴内 

畑山・尾川 

東川（八ノ谷・丸石・黒瀬・大井・古井・別役・
入河内・奈比賀・長山） 

中郷

ビン・乾電池・蛍光灯・電球・体温
計・温度計・ライター 

一般廃棄物最終処分場(安芸市リサイクルプラザ)は日曜日以外受け入れしております。   
受け入れ時間 月～金曜日は8時30分～16時30分　　土曜日は８時30分～12時　13時～16時30分
■問　平日　環境課☎35・1023　　土・祝日　最終処分場☎34・1353

毎週月曜（7日・14日・21日・28日）
毎週火曜（1日・8日・15日・22日・29日）
毎週木曜（3日・10日・17日・24日・31日）
毎週金曜（4日・11日・18日・25日）

毎週水曜日（2日・9日・16日・23日・30日）

毎月第３水曜（16日）

毎月第１・３水曜（2日・16日）

毎月第１・３水曜（2日・16日）　

毎月第２・４水曜（9日・23日）

②2014.06..19　Ｉ

安芸市・芸西村火災救急出動状況

交通事故防止へ

速度30キロ規制「ゾーン30」速度30キロ規制「ゾーン30」

安芸市 芸西村 計 安芸市 芸西村 計
5　月　分 累　　　計
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花火・火遊びによる火災防止
1. 花火は楽しく安全に遊びましょう
　夏の風物詩「花火」。子どもたちにとって楽し
みな季節になりました。しかし、取扱い上の不
注意から火災や火傷などの事故が起こることも
十分考えられます。
　次のことに注意して楽しい夏の思い出づくり
をしましょう。　

2. 火遊びによる火災を防止しましょう

119番は「問い合わせ」窓口ではありません

　子どもの火遊びによる火災は、大人がいない時に発生することが多
く、そのため火災の発見が遅れ、火災が拡大する要因にもなります。
　火遊びによる火災をなくすためには、大人が子どもに対して火の恐
ろしさや正しい火の取り扱い方法を教える必要があります。もう一度
子どもと火の恐ろしさ・火の取り扱いについて話し合いましょう。

　最近、「今の火事はどこですか?」「○○について教えてほし
いんだけど？」など119番で問い合わせをする人が増えてい
るため、通信業務に支障をきたしています。
　119番は火災や救急などを迅速に通報するための「緊急番
号」で、回線数が限られています。問い合わせの電話のため
に、本当に命に関わる通報が受信できないこともあります。
119番の適正な利用にご理解、ご協力をお願いします。
火災のサイレンや放送の内容を知りたいときは、下記までお
問い合わせください。
■サイレンの内容：消防本部テレホンサービス☎35・3000
■放送の内容：防災行政無線テレホンサービス☎35・1101
■安芸市公式ホームページ：www.city.aki.kochi.jp/
＊防災行政無線については、平成26年広報あき4月号に内容
が掲載されています。

（１）説明書をよく読み、注意事項を必ず守りましょう。
　花火遊びにもルールがあります。“絶対に手に
持って使用してはいけない花火”(打上げ花火な
ど)があります。説明をよく読みましょう。
（２）風の強いときは、花火遊びをやめましょう。
　風の強いときは遊ばないことです。点火の際
は、体を風上にして、風下の人が火の粉をかぶ
らないよう、風の方向に注意しましょう。
（３）水を用意しましょう。
　バケツの水に終わった花火をつけましょう。
残り火を完全消火し、燃えかすで庭や道路を汚
さずに済みます。
（４）大人と一緒に遊びましょう。
　子どもたちだけで花火をし、事故を起こした
例が少なくありません。大人が積極的に参加し
て、花火の正しい遊び方、火のあと始末を指導
してください。

　「ゾーン30」とは、通学路や生活道路が集中し
ている区域を、歩行者などの通行を最優先とする区
域（ゾーン）に設定して、その中の最高速度を
「30キロ」に規制するとともに、その他必要な交
通規制や道路改良などを行うことで交通事故防止を
図るものです。

　「ゾーン30」の入口には30キロ規制の区域を表
す規制標識とシンボルマーク標識および路面標示が
設置され、その区域を明確に判別できるようにして
います。

　自動車と歩行者が衝突した場合、自動車の速度が
時速30キロを超えると、歩行者の致死率が急激に
上昇します。このため、生活道路を走行する自動車
の速度を30キロ以下に抑制することとしたもので
す。

　安芸市内では、安芸第一小学校、県立安芸中・高
等学校周辺において、平成26年3月から「ゾーン
30」規制を実施しています。自転車やバイクで通
行される際も、歩行者に気をつけ安全運転を心がけ
ましょう。

▲30キロ規制標識 ▲「ゾーン30」路面標示

■問　安芸警察署☎34・0110

８月３１日（日）は初心者の人も大歓迎
市議会議員選挙タブレット端末体験会

▼立候補者への説明会
　7月29日（火）10時～　市役所2階会議室
▼事前審査
　8月13日（水）8時30分～17時
▼告示日
　8月24日（日）
▼立候補の届出日
　8月24日（日）8時30分～17時
▼投・開票日
　8月31日（日）市議会議場で即日開票
▼投票日の投票時間
　・別役　7時～16時
　・その他の投票所　7時～18時
▼期日前投票
　8月25日（月）～30日（土）
　8時30分～20時
　市選挙管理委員会事務局
■問　選挙管理委員会
　　　☎35・1022

　インターネットの利用促進を目的に、タブレット端
末体験会を実施します。「電話、メール、写真、ア
プリ、インターネット」などを使い、暮らしに役立
つ便利な機能を学べます。
▼と　き　7月17日・24日・31日、
　　　　　8月21日・28日、9月5日
　時間はいずれも14時から16時を予定しています。
▼ところ　安芸市内（申し込み状況に応じて会場を決
定します。）
▼定　員　各会５人
　詳しくは下記までご連絡ください。
■問・申込　企画調整課まちづくり係☎35・1012
　　　　　　関西ブロードバンド安芸営業所
　　　　　　☎0800・777・0222　

●タブレット端末って何？
　タブレット端末は雑誌大の広さの薄型軽量のコンピ
ュータで、充電池を内蔵し持ち運んで好きな場所で利
用できる通信端末です。指先で操作できるなど、直感
的で、パソコンに不慣れな人でも操作しやすいと言わ
れています。

▼花火を安全に遊ぶポイント！
▽「ゾーン30」とは ▽規制の方法

▽なぜ30キロ規制なのか

▽安芸市でも「ゾーン30」開始
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■資源ごみ収集日一覧表
「缶・紙・古着・ペットボトル」の日

7月の資源ごみ収集日
「ビン・有害ごみ」の日

缶・スプレー缶・紙（新聞とチラシ・雑誌・ダン
ボール・紙パック）・ペットボトル・古着 

久世町・庄之芝町・染井町・桜ヶ丘町・幸町・
宝永町・黒鳥・植野・井ノ口・栃ノ木 

本町・１～５丁目・土居・僧津・伊尾木・下山 

花園町・柳田・矢ノ丸１～４丁目・港町１～２
丁目・内原野・花・川北・江川・小松原 

日ノ出町・寿町・清和町・千歳町・津久茂町・
馬ノ丁・赤野・穴内 

畑山・尾川 

東川（八ノ谷・丸石・黒瀬・大井・古井・別役・
入河内・奈比賀・長山） 

中郷

ビン・乾電池・蛍光灯・電球・体温
計・温度計・ライター 

一般廃棄物最終処分場(安芸市リサイクルプラザ)は日曜日以外受け入れしております。   
受け入れ時間 月～金曜日は8時30分～16時30分　　土曜日は８時30分～12時　13時～16時30分
■問　平日　環境課☎35・1023　　土・祝日　最終処分場☎34・1353

毎週月曜（7日・14日・21日・28日）
毎週火曜（1日・8日・15日・22日・29日）
毎週木曜（3日・10日・17日・24日・31日）
毎週金曜（4日・11日・18日・25日）

毎週水曜日（2日・9日・16日・23日・30日）

毎月第３水曜（16日）

毎月第１・３水曜（2日・16日）

毎月第１・３水曜（2日・16日）　

毎月第２・４水曜（9日・23日）
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安芸市・芸西村火災救急出動状況

交通事故防止へ

速度30キロ規制「ゾーン30」速度30キロ規制「ゾーン30」

安芸市 芸西村 計 安芸市 芸西村 計
5　月　分 累　　　計

種　別
建　物
林　野
車　両
その他
　計
急　病
交通事故
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花火・火遊びによる火災防止
1. 花火は楽しく安全に遊びましょう
　夏の風物詩「花火」。子どもたちにとって楽し
みな季節になりました。しかし、取扱い上の不
注意から火災や火傷などの事故が起こることも
十分考えられます。
　次のことに注意して楽しい夏の思い出づくり
をしましょう。　

2. 火遊びによる火災を防止しましょう

119番は「問い合わせ」窓口ではありません

　子どもの火遊びによる火災は、大人がいない時に発生することが多
く、そのため火災の発見が遅れ、火災が拡大する要因にもなります。
　火遊びによる火災をなくすためには、大人が子どもに対して火の恐
ろしさや正しい火の取り扱い方法を教える必要があります。もう一度
子どもと火の恐ろしさ・火の取り扱いについて話し合いましょう。

　最近、「今の火事はどこですか?」「○○について教えてほし
いんだけど？」など119番で問い合わせをする人が増えてい
るため、通信業務に支障をきたしています。
　119番は火災や救急などを迅速に通報するための「緊急番
号」で、回線数が限られています。問い合わせの電話のため
に、本当に命に関わる通報が受信できないこともあります。
119番の適正な利用にご理解、ご協力をお願いします。
火災のサイレンや放送の内容を知りたいときは、下記までお
問い合わせください。
■サイレンの内容：消防本部テレホンサービス☎35・3000
■放送の内容：防災行政無線テレホンサービス☎35・1101
■安芸市公式ホームページ：www.city.aki.kochi.jp/
＊防災行政無線については、平成26年広報あき4月号に内容
が掲載されています。

（１）説明書をよく読み、注意事項を必ず守りましょう。
　花火遊びにもルールがあります。“絶対に手に
持って使用してはいけない花火”(打上げ花火な
ど)があります。説明をよく読みましょう。
（２）風の強いときは、花火遊びをやめましょう。
　風の強いときは遊ばないことです。点火の際
は、体を風上にして、風下の人が火の粉をかぶ
らないよう、風の方向に注意しましょう。
（３）水を用意しましょう。
　バケツの水に終わった花火をつけましょう。
残り火を完全消火し、燃えかすで庭や道路を汚
さずに済みます。
（４）大人と一緒に遊びましょう。
　子どもたちだけで花火をし、事故を起こした
例が少なくありません。大人が積極的に参加し
て、花火の正しい遊び方、火のあと始末を指導
してください。

　「ゾーン30」とは、通学路や生活道路が集中し
ている区域を、歩行者などの通行を最優先とする区
域（ゾーン）に設定して、その中の最高速度を
「30キロ」に規制するとともに、その他必要な交
通規制や道路改良などを行うことで交通事故防止を
図るものです。

　「ゾーン30」の入口には30キロ規制の区域を表
す規制標識とシンボルマーク標識および路面標示が
設置され、その区域を明確に判別できるようにして
います。

　自動車と歩行者が衝突した場合、自動車の速度が
時速30キロを超えると、歩行者の致死率が急激に
上昇します。このため、生活道路を走行する自動車
の速度を30キロ以下に抑制することとしたもので
す。

　安芸市内では、安芸第一小学校、県立安芸中・高
等学校周辺において、平成26年3月から「ゾーン
30」規制を実施しています。自転車やバイクで通
行される際も、歩行者に気をつけ安全運転を心がけ
ましょう。

▲30キロ規制標識 ▲「ゾーン30」路面標示

■問　安芸警察署☎34・0110

８月３１日（日）は初心者の人も大歓迎
市議会議員選挙タブレット端末体験会

▼立候補者への説明会
　7月29日（火）10時～　市役所2階会議室
▼事前審査
　8月13日（水）8時30分～17時
▼告示日
　8月24日（日）
▼立候補の届出日
　8月24日（日）8時30分～17時
▼投・開票日
　8月31日（日）市議会議場で即日開票
▼投票日の投票時間
　・別役　7時～16時
　・その他の投票所　7時～18時
▼期日前投票
　8月25日（月）～30日（土）
　8時30分～20時
　市選挙管理委員会事務局
■問　選挙管理委員会
　　　☎35・1022

　インターネットの利用促進を目的に、タブレット端
末体験会を実施します。「電話、メール、写真、ア
プリ、インターネット」などを使い、暮らしに役立
つ便利な機能を学べます。
▼と　き　7月17日・24日・31日、
　　　　　8月21日・28日、9月5日
　時間はいずれも14時から16時を予定しています。
▼ところ　安芸市内（申し込み状況に応じて会場を決
定します。）
▼定　員　各会５人
　詳しくは下記までご連絡ください。
■問・申込　企画調整課まちづくり係☎35・1012
　　　　　　関西ブロードバンド安芸営業所
　　　　　　☎0800・777・0222　

●タブレット端末って何？
　タブレット端末は雑誌大の広さの薄型軽量のコンピ
ュータで、充電池を内蔵し持ち運んで好きな場所で利
用できる通信端末です。指先で操作できるなど、直感
的で、パソコンに不慣れな人でも操作しやすいと言わ
れています。

▼花火を安全に遊ぶポイント！
▽「ゾーン30」とは ▽規制の方法

▽なぜ30キロ規制なのか

▽安芸市でも「ゾーン30」開始
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広報あき　平成26年7月→　お子さんかお孫さんを紹介してみませんか？ 10広報あき　平成26年7月 「赤ちゃん集まれ！」のコーナーでは、写真を募集中　→11

がん検診の大事なお知らせ

＊対象年齢など詳しい内容は安芸市健康
カレンダーでご確認ください。
■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　　　☎32・0300

がん検診、後回しにしないで！！

＊お申し込みが必要です！
■問・申込　健康ふれあいセンター
　　　　　　「元気館」☎32・0300

　がんは誰でもかかる可能性があります。安芸市では4人に1人
ががんで亡くなっています。
　早期のがんは自覚症状がありません。がん検診は、症状がな
い時に受けることが大切です。がんは早く見つかるほど治る確
率が高く、早く見つかれば決して怖くない病気です。

安芸市のがん検診はこんなにお得です！！
・少ない費用（0円～1,000円）で受診できる集団検診があります。（＊70歳以上は全て無料！！）

・（対象）40歳以上の男女
・（時期）年に1回
・（費用）無料
・（日程）特定健診と同じ日
・（場所）公民館、元気館など

肺がん検診（胸部X線検査）

・（対象）20歳以上の女性
・（時期）2年に1回
・（費用）600円
・（日程）7/17、12/7・8
・（場所）元気館

子宮頸がん検診（細胞診検査）

・（対象）40歳以上の男女
・（時期）年に1回
・（費用）500円
・（日程）説明日：8/18～22、
　　　　　　　　12/7・8、1/15
・（場所）公民館、元気館など

大腸がん検診（検便）
・（対象）40歳以上の男女
・（時期）年に1回
・（費用）900円
・（日程）7/15・16、8/18・19、9/11、
　　　　10/10、11/16・17、12/7・8
・（場所）公民館、元気館など

胃がん検診（胃部X線検査）

無料クーポンあり
今年度41才、46
才、51才、56才、
61才になる方に
は、無料クーポン
を送付します！

・（対象）40歳以上の女性
・（時期）2年に1回
・（費用）1,000円
・（日程）7/17・18、12/7・8
・（場所）元気館

乳がん検診（乳房X線検査） 無料クーポンあり
昭和48年4月2
日～昭和49年4
月1日生まれの人
と、平成21年～
24年度に配布し
たクーポンを未
使用の人には、
無料クーポンを
送付します！

・（対象）50歳以上の男性
・（時期）年に1回
・（費用）600円
・（日程）特定健診と同じ日
・（場所）公民館、元気館など

前立腺がん検診（採血）＊予約制です。事前に「元気館」までお申し込みください。

40～74歳　国保被保険者の特定健診

■受診率（平成26年6月18日現在）　
目標受診率53％を必ず達成しましょう！！

＊今年度目標を未達成の地区の人は、今後実施予定の健診会場で積極的に受診しましょう。
＊広報あき６月号の健診速報値に一部誤りがありましたので、お詫びいたします。

項　目 ところ と　き

各種検診・健康診査

項　目 と　き 受付時間

その他
ところ

健 診 速 報

日本脳炎の予防接種を受けましょう 6日

13日

20日

21日

27日
診療時間：9～17時
県立あき総合病院（☎34・3111）は救急に対応

7月の休日在宅当番医
宇都宮内科
まつうら内科消化器科
芸西病院
森澤病院
安芸クリニック

☎32・0500
☎35・8127
☎33・3833
☎34・1155
☎35・3575

無料相談 平成26年度精神保健福祉嘱託医相談
　精神障害者やそのご家族、地域の住民を対象に、生活の中で困っ
ていることやひきこもり、認知症などについて、医療や社会復帰など
の相談を無料でお受けしています。お気軽にご相談ください。
＊この相談は予約制です。希望する日程の1週間前までにご連絡
ください。

受付時間

　3歳・4歳児に加えて、平成17年度から
21年度の間に予防接種の機会を逃した人
も、日本脳炎の定期予防接種を受けるこ
とができます。

　平成17年度～21年度までの間、積
極的な接種勧奨の差し控えにより接種
の機会を逃した皆さんも、定期接種と
して受けられます。使用ワクチンは、乾
燥細菌培養日本脳炎ワクチン（新ワク

7月１5日(火）

7月17日（木）

7月17日（木）
7月18日（金）

7月16日（水）

必ず受けよう！がん検診・特定健診

あなたと、
家族のために
ぜひ受けましょう

１９歳～３９歳
（国保）
1300円

900円

1000円 700円

大腸がん検診
500円

子宮がん検診
600円

前立腺がん検診
600円

25年度に
受診した人
半額

４０歳の人

無料

肝炎ウイルス検診乳がん検診

胃がん検診

生活習慣病を
みつけるための
健診
無料

胸部検診
（肺がん検診）

無料

４１歳～６５歳
（国保）

1000円

６６歳～７４歳
（国保）

600円

24・25年度と
続けて
受診した人
無料

特定健診

胸部検診

特定健康診査

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

胃がん検診

子宮頸がん検診

乳がん検診
（マンモグラフィ検診）

健康ふれあい
センター
「元気館」

無医地区診療

健康相談

飼い犬・飼い猫の
引き取りなどに
関する相談窓口

つくし会（生活習慣
病予防サークル）
運動教室　　
参加費：１００円
持ち物：室内用の
シューズ、水分、
タオル

穴内公民館

赤野公民館

健康ふれあい
センター
「元気館」

井ノ口公民館

赤野公民館

穴内公民館

9:00～11:00
13:30～15:00

9:30～11:00
13:00～15:00

8:45～10:45
12:45～14:45

9:00～11:00
13:00～15:00

8：30～9：00

8：00～8：30

10：00～10：30

月

火

水

木

金

土日

噛むことは肥満防止
節電時の健康管理
夏に多いこむらがえり
水泳と耳鼻科の病気
乳腺のしこり
誤嚥の原因とその防止策

☎088・832・5266
7月の週間予定表

健康テレホンサービス

提供：高知保険医協会

＜予定表＞

7月14日（月）
8月26日（火）
9月22日（月）

10月16日（木）
11月17日（月）
12月15日（月）
2月16日（月）
3月19日（木）

戎医師
峯瀬医師
戎医師
澤田医師
戎医師
村上医師
戎医師
澤田医師

13：30～
15：30

と　　き 医　師 ところ

相談内容によっては嘱
託医と相談し、現地ま
で出かける場合もあり
ます

安芸福祉保健所

■問　安芸福祉保健所健康障害課☎34・3177

7月10日（木）

7月11日（金）

７月22日（火）

7月29日（火）

7月8日（火）

14:10～15:00

14:10～15:00

10:00～12:00

畑山公民館

大井公民館

市民館別館

7月4日（金）

7月18日（金）

13:30～15:00

13:30～15:00

飼っている犬や猫をやむをえず飼えなくなった場
合、新たな飼い主を探し、譲渡するなど、犬や猫が
生涯を全うできるようにしましょう。しかし、努力
してもどうしても飼い続けることができない場合
は、次の窓口までご相談ください。
■問　安芸福祉保健所☎34・3173

東川公民館
奈比賀公民館
畑山温泉憩いの家
栃ノ木公民館
土居公民館
井ノ口公民館

31.4％
34％
44.4％
40.4％

23.3％
22.6％

あと 8人 目
標
達
成
ま
で

あと 9人
あと 2人
あと 6人
あと 147人
あと 197人

■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300
チン）です。
　平成7年4月2日～平成19年4月1日
生まれで、1期・2期の接種が終わってい
ない人は、20歳未満までの間、接種を
受けることができます。（特例措置）

　接種を希望される人は、健康ふれあ
いセンター「元気館」までお問い合わせ
ください。

無料クーポンあり
平成5年4月2日～平成6年4
月1日生まれの人と、平成21
年～24年度に配布したクー
ポンを未使用の人には、無料
クーポンを送付します！
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がん検診の大事なお知らせ

＊対象年齢など詳しい内容は安芸市健康
カレンダーでご確認ください。
■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　　　☎32・0300

がん検診、後回しにしないで！！

＊お申し込みが必要です！
■問・申込　健康ふれあいセンター
　　　　　　「元気館」☎32・0300

　がんは誰でもかかる可能性があります。安芸市では4人に1人
ががんで亡くなっています。
　早期のがんは自覚症状がありません。がん検診は、症状がな
い時に受けることが大切です。がんは早く見つかるほど治る確
率が高く、早く見つかれば決して怖くない病気です。

安芸市のがん検診はこんなにお得です！！
・少ない費用（0円～1,000円）で受診できる集団検診があります。（＊70歳以上は全て無料！！）

・（対象）40歳以上の男女
・（時期）年に1回
・（費用）無料
・（日程）特定健診と同じ日
・（場所）公民館、元気館など

肺がん検診（胸部X線検査）

・（対象）20歳以上の女性
・（時期）2年に1回
・（費用）600円
・（日程）7/17、12/7・8
・（場所）元気館

子宮頸がん検診（細胞診検査）

・（対象）40歳以上の男女
・（時期）年に1回
・（費用）500円
・（日程）説明日：8/18～22、
　　　　　　　　12/7・8、1/15
・（場所）公民館、元気館など

大腸がん検診（検便）
・（対象）40歳以上の男女
・（時期）年に1回
・（費用）900円
・（日程）7/15・16、8/18・19、9/11、
　　　　10/10、11/16・17、12/7・8
・（場所）公民館、元気館など

胃がん検診（胃部X線検査）

無料クーポンあり
今年度41才、46
才、51才、56才、
61才になる方に
は、無料クーポン
を送付します！

・（対象）40歳以上の女性
・（時期）2年に1回
・（費用）1,000円
・（日程）7/17・18、12/7・8
・（場所）元気館

乳がん検診（乳房X線検査） 無料クーポンあり
昭和48年4月2
日～昭和49年4
月1日生まれの人
と、平成21年～
24年度に配布し
たクーポンを未
使用の人には、
無料クーポンを
送付します！

・（対象）50歳以上の男性
・（時期）年に1回
・（費用）600円
・（日程）特定健診と同じ日
・（場所）公民館、元気館など

前立腺がん検診（採血）＊予約制です。事前に「元気館」までお申し込みください。

40～74歳　国保被保険者の特定健診

■受診率（平成26年6月18日現在）　
目標受診率53％を必ず達成しましょう！！

＊今年度目標を未達成の地区の人は、今後実施予定の健診会場で積極的に受診しましょう。
＊広報あき６月号の健診速報値に一部誤りがありましたので、お詫びいたします。

項　目 ところ と　き

各種検診・健康診査

項　目 と　き 受付時間

その他
ところ

健 診 速 報

日本脳炎の予防接種を受けましょう 6日

13日

20日

21日

27日
診療時間：9～17時
県立あき総合病院（☎34・3111）は救急に対応

7月の休日在宅当番医
宇都宮内科
まつうら内科消化器科
芸西病院
森澤病院
安芸クリニック

☎32・0500
☎35・8127
☎33・3833
☎34・1155
☎35・3575

無料相談 平成26年度精神保健福祉嘱託医相談
　精神障害者やそのご家族、地域の住民を対象に、生活の中で困っ
ていることやひきこもり、認知症などについて、医療や社会復帰など
の相談を無料でお受けしています。お気軽にご相談ください。
＊この相談は予約制です。希望する日程の1週間前までにご連絡
ください。

受付時間

　3歳・4歳児に加えて、平成17年度から
21年度の間に予防接種の機会を逃した人
も、日本脳炎の定期予防接種を受けるこ
とができます。

　平成17年度～21年度までの間、積
極的な接種勧奨の差し控えにより接種
の機会を逃した皆さんも、定期接種と
して受けられます。使用ワクチンは、乾
燥細菌培養日本脳炎ワクチン（新ワク

7月１5日(火）

7月17日（木）

7月17日（木）
7月18日（金）

7月16日（水）

必ず受けよう！がん検診・特定健診

あなたと、
家族のために
ぜひ受けましょう

１９歳～３９歳
（国保）
1300円

900円

1000円 700円

大腸がん検診
500円

子宮がん検診
600円

前立腺がん検診
600円

25年度に
受診した人
半額

４０歳の人

無料

肝炎ウイルス検診乳がん検診

胃がん検診

生活習慣病を
みつけるための
健診
無料

胸部検診
（肺がん検診）

無料

４１歳～６５歳
（国保）

1000円

６６歳～７４歳
（国保）

600円

24・25年度と
続けて
受診した人
無料

特定健診

胸部検診

特定健康診査

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

胃がん検診

子宮頸がん検診

乳がん検診
（マンモグラフィ検診）

健康ふれあい
センター
「元気館」

無医地区診療

健康相談

飼い犬・飼い猫の
引き取りなどに
関する相談窓口

つくし会（生活習慣
病予防サークル）
運動教室　　
参加費：１００円
持ち物：室内用の
シューズ、水分、
タオル

穴内公民館

赤野公民館

健康ふれあい
センター
「元気館」

井ノ口公民館

赤野公民館

穴内公民館

9:00～11:00
13:30～15:00

9:30～11:00
13:00～15:00

8:45～10:45
12:45～14:45

9:00～11:00
13:00～15:00

8：30～9：00

8：00～8：30

10：00～10：30

月

火

水

木

金

土日

噛むことは肥満防止
節電時の健康管理
夏に多いこむらがえり
水泳と耳鼻科の病気
乳腺のしこり
誤嚥の原因とその防止策

☎088・832・5266
7月の週間予定表

健康テレホンサービス

提供：高知保険医協会

＜予定表＞

7月14日（月）
8月26日（火）
9月22日（月）
10月16日（木）
11月17日（月）
12月15日（月）
2月16日（月）
3月19日（木）

戎医師
峯瀬医師
戎医師
澤田医師
戎医師
村上医師
戎医師
澤田医師

13：30～
15：30

と　　き 医　師 ところ

相談内容によっては嘱
託医と相談し、現地ま
で出かける場合もあり
ます

安芸福祉保健所

■問　安芸福祉保健所健康障害課☎34・3177

7月10日（木）

7月11日（金）

７月22日（火）

7月29日（火）

7月8日（火）

14:10～15:00

14:10～15:00

10:00～12:00

畑山公民館

大井公民館

市民館別館

7月4日（金）

7月18日（金）

13:30～15:00

13:30～15:00

飼っている犬や猫をやむをえず飼えなくなった場
合、新たな飼い主を探し、譲渡するなど、犬や猫が
生涯を全うできるようにしましょう。しかし、努力
してもどうしても飼い続けることができない場合
は、次の窓口までご相談ください。
■問　安芸福祉保健所☎34・3173

東川公民館
奈比賀公民館
畑山温泉憩いの家
栃ノ木公民館
土居公民館
井ノ口公民館

31.4％
34％
44.4％
40.4％

23.3％
22.6％

あと 8人 目
標
達
成
ま
で

あと 9人
あと 2人
あと 6人
あと 147人
あと 197人

■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300
チン）です。
　平成7年4月2日～平成19年4月1日
生まれで、1期・2期の接種が終わってい
ない人は、20歳未満までの間、接種を
受けることができます。（特例措置）

　接種を希望される人は、健康ふれあ
いセンター「元気館」までお問い合わせ
ください。

無料クーポンあり
平成5年4月2日～平成6年4
月1日生まれの人と、平成21
年～24年度に配布したクー
ポンを未使用の人には、無料
クーポンを送付します！



　「子どもが病気なのに仕事を休めない、保育所に預けることもできない」と困ったこと
はありませんか？市では、病中（重症は除く）、病気の回復期のお子さんをお預かりする
「病児・病後児保育事業」を行っています。お子さんが安心して療養できるように保育・
看護をしていますので、ぜひご利用ください。
▽ところ　尾木医院2階　病児・病後児保育所「ベイビーキッズ」
▽利用時間　8時30分から17時30分まで
　　　　　　（火・土曜日は12時まで、日・祝祭日休み）
▽利用料金　１日利用：1,000円、半日利用および所得税非課税世帯：500円
＊希望者に給食（300円。アレルギー食非対応）有。ただし小学生を除く。
▽対象者　保育所などに入所している児童および小学校3年生までの児童
＊どの病院にかかっている人でも利用できますが、福祉事務所および尾木医院に
ある「診療情報提供書」（医療保険対象）を医師にもらってください。
■問・申込　病児・病後児保育所「ベイビーキッズ」☎34・3155

6月分からの児童手当を引き続き受けるためには、現況届の手続きが必要です。
手続きが遅れると手当が受けられなくなる場合があります。まだお済みでな
い人は、福祉事務所こども係で手続きを行ってください。

病児・病後保育所「ベイビーキッズ」
お子さんが病気になったときの保育をサポートします

児童手当の現況届の手続きはお済ですか

広報あき　平成26年7月 広報あき　平成26年7月 1213 DV相談窓口を開設しています。■問　福祉事務所☎35・2203　→　 →　▽とき　毎月第2・4金曜日10～15時　▽ところ　安芸市社会福祉センター

○乳幼児健診
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

地域子育て支援センター
場所：安芸保育所に併設
開所時間：月曜日～金曜日　9時～16時　
■問・申込　☎35・2377

○あきっ子あつまれ！
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

3～4カ月児健診
▽と　き　7月8日（火）15時30分～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成26年3月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

○体験入園

○なかよし広場
『親子クッキング』～子どものお弁当づくり～

▽と　き　7月1日（火）、３日（木）、８日（火）、10日（木）、
　　　　　15日（火）、22日（火）、24日（木）、29日（火）、
　　　　　31日（木）9時～12時
▽ところ　安芸保育所
▽持ち物　着替え、お茶、タオル、帽子など

○電話相談・面接相談
▽と　き　月曜日～金曜日　9時～16時
育児の悩みなどお気軽にご相談ください。
面接相談の際は事前にご連絡ください。

○巡回体験入園

○安芸保育所に遊びに来ませんか？

▽と　き　7月17日（木）10時～11時30分
　　　　（育児相談　13時30分～15時30分）
▽ところ　矢ノ丸保育園
　　　　　お気軽に遊びに来てください。

『夕涼み会』
▽と　き　7月2日（水）　18時30分～20時
子どもたちのかわいい踊りやカッコいい太鼓、
ちょっぴり怖いお化け屋敷が楽しめます。
夜店もたくさんあります。
『七夕祭り』
▽と　き　7月4日（金）9時30分～11時30分（予定）
笹飾りを親子で作り、七夕祭りを楽しみましょう。
かわいい「おりひめ」と「ひこぼし」に会えるかな。

○一時保育をしています（安芸保育所）

○園庭・保育室開放
▽と　き　月曜日～金曜日　9時～16時
安芸保育所の園庭と保育室を開放しています。
子ども同士、保護者同士のふれあいの場としてご利用
ください。

○給食試食会
７月普通食
▽と　き　7月10日（木）
▽申　込　7月3日（木）締切
▽定　員　10人（1歳から就学前まで）　
▽食　費　300円

８月普通食
▽と　き　8月7日（木）
▽申　込　7月31日（木）締切
▽定　員　10人（1歳から就学前まで）
▽食　費　300円

すくすく広場
（計測・栄養相談・交流）
▽と　き　7月2日（水）10時30分～12時
　　　　　時間内ならいつでもどうぞ！ 
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　乳幼児とその保護者、妊婦
▽持ち物　母子健康手帳、バスタオル・おむつ

あきっ子広場
（ボランティアと一緒に遊ぼう！託児もあります）
▽と　き　7月25日（金）10時～12時
　　　　　時間内ならいつでもどうぞ！
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　乳幼児とその保護者
▽持ち物　お子さんを預けられる人は、バスタオル、
　　　　　おむつ、お茶やさ湯など
＊お子さんの安全のため、保険料１００円をいただいています。
　ご了承ください。

9～10カ月児健診
▽と　き　7月29日（火）14時30分～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成25年9月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

1歳6カ月児健診
▽と　き　7月8日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成24年10月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

3歳児健診

③2014.06.20　ｉ

子育て information

▽と　き　7月29日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成23年3月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

▽と　き　7月29日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成23年3月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

■問　福祉事務所こども係☎35・1009

おいしくて栄養たっぷりの手づくりお弁当を作っ
てみませんか。
▽と　き　7月25日（金）10時～13時
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽講　師　食生活改善推進協議会のヘルスメイトさん
▽参加費　1組300円
▽定　員　15組
▽申込締切　7月17日（木）
▽持ち物　エプロン、三角巾、空のお弁当箱、タ
オル、お茶ほか

＊小さいお子さんは、あきっ子広場でお預かりし
ます。（保険料100円必要）

▽と　き　月曜日～金曜日（休日除く）
▽利用時間　半日（8時30分～12時30分または
　　　　　　　　   12時30分～16時30分）
　　　　　　１日（8時30分～16時30分）
▽利用料　半日1,000円　　１日2,000円
皆さん、ぜひご利用ください。

■問　市民課市民係☎35・1001

保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日 保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日

【安　芸】

弘田　新・良子　　　女　 莉子　　5月  2日

小松　尚博・沙理　　男　 琉歌　　5月27日

影山　鉄兵・美幸　　男　 蒼　　　5月10日

【土　居】

山下　智浩・麻耶　　女　 桜兎　　5月3日

【川　北】

楠瀬　奉孝・弥生　　男　 英太　　5月7日

東岡　瑞史・保子　　女　 由依　　5月7日安芸市は第3子以降の保育料無料化や、中学卒業までの子どもの医療費を助成するなど
子育て支援に取り組んでいます。詳しくは、福祉事務所こども係☎35・1009
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　「子どもが病気なのに仕事を休めない、保育所に預けることもできない」と困ったこと
はありませんか？市では、病中（重症は除く）、病気の回復期のお子さんをお預かりする
「病児・病後児保育事業」を行っています。お子さんが安心して療養できるように保育・
看護をしていますので、ぜひご利用ください。
▽ところ　尾木医院2階　病児・病後児保育所「ベイビーキッズ」
▽利用時間　8時30分から17時30分まで
　　　　　　（火・土曜日は12時まで、日・祝祭日休み）
▽利用料金　１日利用：1,000円、半日利用および所得税非課税世帯：500円
＊希望者に給食（300円。アレルギー食非対応）有。ただし小学生を除く。
▽対象者　保育所などに入所している児童および小学校3年生までの児童
＊どの病院にかかっている人でも利用できますが、福祉事務所および尾木医院に
ある「診療情報提供書」（医療保険対象）を医師にもらってください。
■問・申込　病児・病後児保育所「ベイビーキッズ」☎34・3155

6月分からの児童手当を引き続き受けるためには、現況届の手続きが必要です。
手続きが遅れると手当が受けられなくなる場合があります。まだお済みでな
い人は、福祉事務所こども係で手続きを行ってください。

病児・病後保育所「ベイビーキッズ」
お子さんが病気になったときの保育をサポートします

児童手当の現況届の手続きはお済ですか

広報あき　平成26年7月 広報あき　平成26年7月 1213 DV相談窓口を開設しています。■問　福祉事務所☎35・2203　→　 →　▽とき　毎月第2・4金曜日10～15時　▽ところ　安芸市社会福祉センター

○乳幼児健診
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

地域子育て支援センター
場所：安芸保育所に併設
開所時間：月曜日～金曜日　9時～16時　
■問・申込　☎35・2377

○あきっ子あつまれ！
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

3～4カ月児健診
▽と　き　7月8日（火）15時30分～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成26年3月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

○体験入園

○なかよし広場
『親子クッキング』～子どものお弁当づくり～

▽と　き　7月1日（火）、３日（木）、８日（火）、10日（木）、
　　　　　15日（火）、22日（火）、24日（木）、29日（火）、
　　　　　31日（木）9時～12時
▽ところ　安芸保育所
▽持ち物　着替え、お茶、タオル、帽子など

○電話相談・面接相談
▽と　き　月曜日～金曜日　9時～16時
育児の悩みなどお気軽にご相談ください。
面接相談の際は事前にご連絡ください。

○巡回体験入園

○安芸保育所に遊びに来ませんか？

▽と　き　7月17日（木）10時～11時30分
　　　　（育児相談　13時30分～15時30分）
▽ところ　矢ノ丸保育園
　　　　　お気軽に遊びに来てください。

『夕涼み会』
▽と　き　7月2日（水）　18時30分～20時
子どもたちのかわいい踊りやカッコいい太鼓、
ちょっぴり怖いお化け屋敷が楽しめます。
夜店もたくさんあります。
『七夕祭り』
▽と　き　7月4日（金）9時30分～11時30分（予定）
笹飾りを親子で作り、七夕祭りを楽しみましょう。
かわいい「おりひめ」と「ひこぼし」に会えるかな。

○一時保育をしています（安芸保育所）

○園庭・保育室開放
▽と　き　月曜日～金曜日　9時～16時
安芸保育所の園庭と保育室を開放しています。
子ども同士、保護者同士のふれあいの場としてご利用
ください。

○給食試食会
７月普通食
▽と　き　7月10日（木）
▽申　込　7月3日（木）締切
▽定　員　10人（1歳から就学前まで）　
▽食　費　300円

８月普通食
▽と　き　8月7日（木）
▽申　込　7月31日（木）締切
▽定　員　10人（1歳から就学前まで）
▽食　費　300円

すくすく広場
（計測・栄養相談・交流）
▽と　き　7月2日（水）10時30分～12時
　　　　　時間内ならいつでもどうぞ！ 
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　乳幼児とその保護者、妊婦
▽持ち物　母子健康手帳、バスタオル・おむつ

あきっ子広場
（ボランティアと一緒に遊ぼう！託児もあります）
▽と　き　7月25日（金）10時～12時
　　　　　時間内ならいつでもどうぞ！
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　乳幼児とその保護者
▽持ち物　お子さんを預けられる人は、バスタオル、
　　　　　おむつ、お茶やさ湯など
＊お子さんの安全のため、保険料１００円をいただいています。
　ご了承ください。

9～10カ月児健診
▽と　き　7月29日（火）14時30分～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成25年9月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

1歳6カ月児健診
▽と　き　7月8日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成24年10月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

3歳児健診

③2014.06.20　ｉ

子育て information

▽と　き　7月29日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成23年3月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

▽と　き　7月29日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成23年3月生まれ
　　　　　（順次個別通知します）

■問　福祉事務所こども係☎35・1009

おいしくて栄養たっぷりの手づくりお弁当を作っ
てみませんか。
▽と　き　7月25日（金）10時～13時
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽講　師　食生活改善推進協議会のヘルスメイトさん
▽参加費　1組300円
▽定　員　15組
▽申込締切　7月17日（木）
▽持ち物　エプロン、三角巾、空のお弁当箱、タ
オル、お茶ほか

＊小さいお子さんは、あきっ子広場でお預かりし
ます。（保険料100円必要）

▽と　き　月曜日～金曜日（休日除く）
▽利用時間　半日（8時30分～12時30分または
　　　　　　　　   12時30分～16時30分）
　　　　　　１日（8時30分～16時30分）
▽利用料　半日1,000円　　１日2,000円
皆さん、ぜひご利用ください。

■問　市民課市民係☎35・1001

保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日 保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日

【安　芸】

弘田　新・良子　　　女　 莉子　　5月  2日

小松　尚博・沙理　　男　 琉歌　　5月27日

影山　鉄兵・美幸　　男　 蒼　　　5月10日

【土　居】

山下　智浩・麻耶　　女　 桜兎　　5月3日

【川　北】

楠瀬　奉孝・弥生　　男　 英太　　5月7日

東岡　瑞史・保子　　女　 由依　　5月7日安芸市は第3子以降の保育料無料化や、中学卒業までの子どもの医療費を助成するなど
子育て支援に取り組んでいます。詳しくは、福祉事務所こども係☎35・1009
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広報あき　平成26年7月 広報あき　平成26年7月 1415 お買い物は安芸市内でしましょう。

③2014.06.20　Ｉ

介護保険施設入所者の食費・居住費が減額されます
■問・申込　市民課介護保険係☎35・1003

■問　歴史民俗資料館☎34・3706

▲土居村閉村記念火鉢（昭和29年）

　今年8月1日、安芸市は市制60周年を迎えま
す。館ではこれを記念して、合併当時の行政文
書や、当時の建物や暮らしを伝える写真などを
展示しています。
　昭和28年10月、町村合併促進法が制定施行
され、昭和31年9月末までに小規模町村(人口
8000人未満)を合併し、町村数を約3分の1に減
少しようとする町村合併促進基本計画が定めら
れました。
　安芸地方では、当初、芸陽7町村(安芸町・伊
尾木村・井ノ口村・川北村・土居村・畑山村・
東川村)に馬路村を加えた8町村で合併が協議さ
れましたが、馬路村は村内の意見がまとまらず、
最終的には参加しないことになり、代わって赤
野村を加えた8町村が合併して、昭和29年8月1
日 に安芸市が発足しました。
　写真の火鉢は、安芸市が発足することになり、
閉村することとなった村の一つ、土居村の記念

『夏の常設展』開催中（8月31日まで）

　市民税非課税世帯の人は、介護保険施設（老
人保健施設・介護療養型医療施設・特別養護老
人ホーム）に入所またはショートステイを利用
するときの「食費」と「居住費」が減額されま
す。減額の適用を受けるには「介護保険負担限
度額認定証」の交付が必要ですので、市民課介
護保険係で申請手続きを行ってください。

▽申請時に必要なもの
・介護保険証（緑色）
・本人の印鑑
　現在、施設に入所中で「介護保険負担限度額
認定証」をお持ちの人も、有効期限が26年6月
30日となっていますので、7月末までに更新手
続きを行ってください。
＊平成25年中の所得を申告されていない場合は、
申請をしても認定できない場合がありますので
ご注意ください。

　市民税非課税世帯の人で、要介護3・4・5に認定
された高齢者を在宅介護しているご家族を対象に
「安芸市家族介護用品チケット」（商品券）を発行
しています。対象者は、介護保険証（緑色）・介護
者の印鑑をお持ちのうえ、市民課介護保険係で申請
手続きを行ってください。
　チケットで購入できる介護用品は、紙おむつ・尿
取りパッド・防水シーツ・使い捨て手袋・清拭剤・
床ずれ予防用品などで、指定薬局１３店舗で使えま
す。
▽対象者　介護を受けている高齢者および介護者が
ともに安芸市在住で市民税非課税世帯の人
＊入院中や施設入所者は対象になりません
▽支給額　要介護3の人の介護者　月額5,000円
　　　　　要介護4または5の人の介護者
　　　　　　　　　　　　　　　　月額6,250円
＊担当のケアマネジャーにご相談していただいても
かまいません。

1.給付対象者
　平成26年1月1日において、本
市に住民登録があり、以下の要
件をすべて満たす人。
・平成26年度の市民税（均等割）が課税されて
いない人。また市民税が課税される人に扶養さ
れていない人。

・生活保護制度の被保護者となっていない人。

2.給付額
　給付対象者1人につき1万円（1回限り）
＊給付対象者の中で下記に該当する人は、5千円
が加算されます。（複数の手当などを受給されてい
ても、加算額は1人につき5千円が上限となりま
す。）
・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金な
ど。

・児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者
手当など。

　申請書などを確認・審査のうえ、７月下旬ごろ
より順次支給を開始します。原則として指定の口
座に給付金を支給しますが、口座を持っていない
人など、やむを得ない事情により現金支給を希望
する場合は、8月中旬以降の支給開始となります
ので、予めご了承ください。

▽具体的な申請方法 
　　2つの給付金の対象と思われる人には、6月下
旬に申請書を送付しますので、必要事項・必要書
類を記入・添付のうえ、ご返送ください。また、
窓口（福祉・子育て給付金室）でも申請書の提出
を受け付けます。

＊申請書には、「本人確認書類」および「振込先金
融機関口座確認書類」の添付が必要となっていま
す。ただし、直接、窓口（福祉・子育て給付金
室）へ確認書類などの原本をご持参いただいた場
合には、職員が確認することにより、写しの添付
が不要となります。

家族介護用品チケットを支給しています

品として作られた火鉢です。火鉢の側面には
「閉村記念 五藤良政殿　昭和29年7月30日安芸
郡土居村」とあり、当時土居村の村長であった
五藤良政氏に贈られたことがわかります。この
ほか、「畑山村 合併記念　功労賞」の柱時計な
ど、本市が発足した頃の資料を展示しています
ので、ぜひご覧ください。

歴民だより

臨時福祉給付金

1.給付対象者
　平成26年1月1日において、本市
に住民登録があり、以下の要件をす
べて満たす人。
・平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）の
受給者。

・平成25年の所得が児童手当の所得制限額に満た
ない人。

・臨時福祉給付金の対象者および生活保護制度の被
保護者ではない人。

2.給付額
　対象児童1人につき1万円（1回限り）
　申請書類などを確認・審査のうえ、原則として児
童手当振込口座へ給付金を支給します。

3.公務員の人へ
　公務員の人で、所属する官庁において児童手当が
支給され、「子育て世帯臨時特例給付金」の支給要
件を満たす場合は、平成26年1月1日時点で住民票
のある市区町村から支給されます。勤務先から「申
請書」および「児童手当（特例給付）受給状況証明
書」が配布されますので、申請期間内に提出してく
ださい。申請期間外の申請や、申請先市町村と異な
る市町村への申請は受け付けできませんのでご注意
ください。

子育て世帯臨時特例給付金
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▽申請受付期間　平成26年7月1日（火）～12月26日（金）
○窓口での受付時間：平日（月～金）8時30分～17時15分
＊土・日受付時間：7月5日（土）・ 6 日（日）・12日（土）・13日（日）8時30分～17時15分
○受付場所：安芸市役所　福祉・子育て給付金室（西庁舎1階）

＊市民税の未申告の人は、税務課窓口で申告をお願
いします。非課税で上記の要件に該当する場合は、
臨時福祉給付金の対象となります。

■問・申請先　安芸市役所　福祉･子育て給付金室
　☎37・9400
　メールアドレス kyufukin@city.aki.kochi.jp

市民税非課税世帯の皆さんへ
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

～7月から申請書の受付を開始します～

お買い物は安芸市内でしましょう。
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介護保険施設入所者の食費・居住費が減額されます
■問・申込　市民課介護保険係☎35・1003

■問　歴史民俗資料館☎34・3706

▲土居村閉村記念火鉢（昭和29年）

　今年8月1日、安芸市は市制60周年を迎えま
す。館ではこれを記念して、合併当時の行政文
書や、当時の建物や暮らしを伝える写真などを
展示しています。
　昭和28年10月、町村合併促進法が制定施行
され、昭和31年9月末までに小規模町村(人口
8000人未満)を合併し、町村数を約3分の1に減
少しようとする町村合併促進基本計画が定めら
れました。
　安芸地方では、当初、芸陽7町村(安芸町・伊
尾木村・井ノ口村・川北村・土居村・畑山村・
東川村)に馬路村を加えた8町村で合併が協議さ
れましたが、馬路村は村内の意見がまとまらず、
最終的には参加しないことになり、代わって赤
野村を加えた8町村が合併して、昭和29年8月1
日 に安芸市が発足しました。
　写真の火鉢は、安芸市が発足することになり、
閉村することとなった村の一つ、土居村の記念

『夏の常設展』開催中（8月31日まで）

　市民税非課税世帯の人は、介護保険施設（老
人保健施設・介護療養型医療施設・特別養護老
人ホーム）に入所またはショートステイを利用
するときの「食費」と「居住費」が減額されま
す。減額の適用を受けるには「介護保険負担限
度額認定証」の交付が必要ですので、市民課介
護保険係で申請手続きを行ってください。

▽申請時に必要なもの
・介護保険証（緑色）
・本人の印鑑
　現在、施設に入所中で「介護保険負担限度額
認定証」をお持ちの人も、有効期限が26年6月
30日となっていますので、7月末までに更新手
続きを行ってください。
＊平成25年中の所得を申告されていない場合は、
申請をしても認定できない場合がありますので
ご注意ください。

　市民税非課税世帯の人で、要介護3・4・5に認定
された高齢者を在宅介護しているご家族を対象に
「安芸市家族介護用品チケット」（商品券）を発行
しています。対象者は、介護保険証（緑色）・介護
者の印鑑をお持ちのうえ、市民課介護保険係で申請
手続きを行ってください。
　チケットで購入できる介護用品は、紙おむつ・尿
取りパッド・防水シーツ・使い捨て手袋・清拭剤・
床ずれ予防用品などで、指定薬局１３店舗で使えま
す。
▽対象者　介護を受けている高齢者および介護者が
ともに安芸市在住で市民税非課税世帯の人
＊入院中や施設入所者は対象になりません
▽支給額　要介護3の人の介護者　月額5,000円
　　　　　要介護4または5の人の介護者
　　　　　　　　　　　　　　　　月額6,250円
＊担当のケアマネジャーにご相談していただいても
かまいません。

1.給付対象者
　平成26年1月1日において、本
市に住民登録があり、以下の要
件をすべて満たす人。
・平成26年度の市民税（均等割）が課税されて
いない人。また市民税が課税される人に扶養さ
れていない人。

・生活保護制度の被保護者となっていない人。

2.給付額
　給付対象者1人につき1万円（1回限り）
＊給付対象者の中で下記に該当する人は、5千円
が加算されます。（複数の手当などを受給されてい
ても、加算額は1人につき5千円が上限となりま
す。）
・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金な
ど。

・児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者
手当など。

　申請書などを確認・審査のうえ、７月下旬ごろ
より順次支給を開始します。原則として指定の口
座に給付金を支給しますが、口座を持っていない
人など、やむを得ない事情により現金支給を希望
する場合は、8月中旬以降の支給開始となります
ので、予めご了承ください。

▽具体的な申請方法 
　　2つの給付金の対象と思われる人には、6月下
旬に申請書を送付しますので、必要事項・必要書
類を記入・添付のうえ、ご返送ください。また、
窓口（福祉・子育て給付金室）でも申請書の提出
を受け付けます。

＊申請書には、「本人確認書類」および「振込先金
融機関口座確認書類」の添付が必要となっていま
す。ただし、直接、窓口（福祉・子育て給付金
室）へ確認書類などの原本をご持参いただいた場
合には、職員が確認することにより、写しの添付
が不要となります。

家族介護用品チケットを支給しています

品として作られた火鉢です。火鉢の側面には
「閉村記念 五藤良政殿　昭和29年7月30日安芸
郡土居村」とあり、当時土居村の村長であった
五藤良政氏に贈られたことがわかります。この
ほか、「畑山村 合併記念　功労賞」の柱時計な
ど、本市が発足した頃の資料を展示しています
ので、ぜひご覧ください。

歴民だより

臨時福祉給付金

1.給付対象者
　平成26年1月1日において、本市
に住民登録があり、以下の要件をす
べて満たす人。
・平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）の
受給者。

・平成25年の所得が児童手当の所得制限額に満た
ない人。

・臨時福祉給付金の対象者および生活保護制度の被
保護者ではない人。

2.給付額
　対象児童1人につき1万円（1回限り）
　申請書類などを確認・審査のうえ、原則として児
童手当振込口座へ給付金を支給します。

3.公務員の人へ
　公務員の人で、所属する官庁において児童手当が
支給され、「子育て世帯臨時特例給付金」の支給要
件を満たす場合は、平成26年1月1日時点で住民票
のある市区町村から支給されます。勤務先から「申
請書」および「児童手当（特例給付）受給状況証明
書」が配布されますので、申請期間内に提出してく
ださい。申請期間外の申請や、申請先市町村と異な
る市町村への申請は受け付けできませんのでご注意
ください。

子育て世帯臨時特例給付金
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▽申請受付期間　平成26年7月1日（火）～12月26日（金）
○窓口での受付時間：平日（月～金）8時30分～17時15分
＊土・日受付時間：7月5日（土）・ 6 日（日）・12日（土）・13日（日）8時30分～17時15分
○受付場所：安芸市役所　福祉・子育て給付金室（西庁舎1階）

＊市民税の未申告の人は、税務課窓口で申告をお願
いします。非課税で上記の要件に該当する場合は、
臨時福祉給付金の対象となります。

■問・申請先　安芸市役所　福祉･子育て給付金室
　☎37・9400
　メールアドレス kyufukin@city.aki.kochi.jp

市民税非課税世帯の皆さんへ
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

～7月から申請書の受付を開始します～

お買い物は安芸市内でしましょう。
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住民税非課税世帯の人は、入院中の食事代が安くなります
■問・申込　市民課国保年金係☎35・1002

　国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者で、住
民税非課税世帯の人は、申請により「標準負担額減
額認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認
定証」が交付され、入院時の食事代などが減額され
ます。
　認定期間は申請した月の1日から7月末日までで
す。認定を受けずに支払った食事代の差額は払い戻
されませんので、入院の予定がなくても事前に申請
することをお勧めします。

　住民税非課税世帯の人で、過去12カ月以内に90
日以上の入院をしたことがある人は、申請すること
で食事代をさらに減額できます。長期入院該当の認
定日は申請した月の翌月1日からです。申請した日
から翌月の1日までの差額は、後日払い戻されます。

　認定証の有効期限は7月末日までで、毎年更
新手続が必要です。引き続き認定が必要な人
は、7月～8月中に手続きをしてください。長
期入院の認定が必要な人は必ず7月中に更新手
続きをしてください。
（注①）区分Ⅰとは、世帯主と世帯の国保の人全
員が住民税非課税で、所得が0円の人（年金の所得
は80万円を控除したときに0円となるとき）

　保険料を未納のままにしておくと、将来年金を受けられない場合があります。
　所得の減少や失業などで、経済的に保険料の納付が困難な場合には、申請により保険料の納付が免除
（猶予）されます。

＊例えば、平成26年7月に申請すると、平成24年6月～平
成27年6月までが対象期間となります。

＊前年中の所得を確認する必要がありますので、必ず所得
の申告を済ませておいてください。

免除の種類

全額免除
一部免除 全額免除

○ ○

○ ○

○ ○

× ×

○

×

×

×

障害基礎年金
遺族基礎年金
の受給資格期間

老齢基礎年
金の受給資
格期間

老齢基礎年金を
受けるとき

追納

3/4免除

半額免除

1/4免除

1/2で計算

5/8で計算

6/8で計算

7/8で計算

若年者
納付猶予

（30歳未満）

学生納付
特例

未納

本人
世帯主
配偶者

本人
配偶者

本人

若年者
納付猶予

（30歳未満）

学生
納付特例

審査する所得 対象期間 申請時に持参するもの

国民年金保険料の納付が困難なときは
免除の申請を！ ■問　市民課国保年金係☎35・1002

■問　環境課環境整備係☎35・1023

○知っていますか？長期入院制度

国民健康保険の人は毎年更新手続きが必要です！

　所得の申告がない場合、申請をしても認定できな
い場合がありますので、ご注意ください。

○所得の申請が必要です

▽食事代減額申請のとき
・保険証
・印かん
▽長期入院該当申請のとき
・保険証
・印かん
・「標準負担額減額認定証」または「限度額適用・
標準負担額減額認定証」

（既に交付されているとき）
・申請日より過去12カ月以内に90日を超える入院
の期間が証明できる領収書など

【申請に必要なもの】

▽対象者
　市内に住所があり、自分でごみを出すことができ
ず、家族や近所の協力を得ることができない人で、
次の要件のいずれかを満たす人が対象となります。
○介護保険制度の要支援または要介護認定を受けら
れており、ごみ出しの支援が必要な人。
○身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉
手帳のいずれかの手帳をお持ちで、ごみ出しの支援

が必要な人。
▽申請方法
　安芸市戸別収集利用申請書を環
境課まで提出してください。
　なお、申請書は環境課でお渡し
します。また、安芸市ホームペー
ジからもダウンロードできます。

ごみ出しの支援が必要な人へ
ごみの回収に伺います

申請する月
の2年1カ月
前から申請
する月の直
後の6月まで
（すでに免除
が承認され
ている期間
を除く）

①認印
②代理で申請す
る場合には代
理人の免許証
など本人確認
できるもの

③退職の場合は
離職票、雇用保
険受給者証、退
職の辞令など

10年まで遡って
追納できます

＊承認の翌々年
度を超えて
追納する場
合は加算金
がかかります。

①認印
②代理で申請す
る場合には代
理人の免許証
など本人確認
できるもの

③学生証、在学証
明書など現在
学生であること
がわかるもの

申請する月
の2年1カ月
前から申請
する月の直
後の3月まで
（すでに免除
が承認され
ている期間
を除く）

免除の期間は、「7月から翌年の6月まで」です。現在、免除が承認されている人
でも、6月で免除の承認が切れますので、7月以降に新たに申請をしてください。
（全額免除・納付猶予が承認されている人で、継続審査の申請をしている人は新
たな申請の必要はありません。）

＜入院時の食事代＞
区　　　分

一般（住民税課税世帯の方）
90日までの入院

区分Ⅰ（注①）

90日を超える入院
（長期該当）

住民税非課税
世帯の方

1食　260円
1食　210円

1食　160円

1食　100円

負担額

　平成25年8月以降に「限度額適用・標準負担額減
額認定証」の交付を受けている人で、平成26年8月1
日からも引き続き該当する人は更新手続きは不要で
す。7月上旬に保険証と一緒に認定証を送付します
ので内容をお確かめください。
（注②）区分Ⅰとは、世帯全員が住民税非課税で、
世帯全員の所得が0円の人（年金の所得は80万円
を控除したときに0円となるとき）

（注③）区分Ⅱとは、世帯全員が住民税非課税の人

後期高齢者医療の人は更新手続きは不要です！
＜入院時の食事代など＞

所得区分
一般病床に入院のとき

（1回の食費）
療養病床に入院のとき

（1回の食費）（1日の居住費）
現役並み
所得者
一　般

区分Ⅱ
（注③）

区分Ⅰ
（注②）

260円

100円

90日まで 210円
12カ月の入院日数
が90日を超える入院 160円

460円
または
420円

210円
320円

130円

非
課
税
世
帯

AKI CITY NEWS

▽免除の申請 ▽未納とここが違います

▽免除申請が認められた後の保険料（月額）は次のとおりです。

（1）

（2）

（3）

（4）

全額免除 なら納付額は

なら納付額は

なら納付額は

なら納付額は

0円

3,810円

7,630円

11，440円

3/4免除 1/4納付

半額免除 半額納付

1/4免除 3/4納付

国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者の皆さん、申請をお忘れなく！

2年で時効



広報あき　平成26年7月 16広報あき　平成26年7月 女性の家では、ハローワークからの求人情報を備えています。　→ →　ご自由にご覧ください。　■問　女性の家☎34・351417

③2014.06.20　ｉ

市
長
へ
の
ご
意
見
な
ど
は

�
35
・
４
４
４
５

メ
ー
ル．．sityo@

city.aki.kochi.jp

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

住民税非課税世帯の人は、入院中の食事代が安くなります
■問・申込　市民課国保年金係☎35・1002

　国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者で、住
民税非課税世帯の人は、申請により「標準負担額減
額認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認
定証」が交付され、入院時の食事代などが減額され
ます。
　認定期間は申請した月の1日から7月末日までで
す。認定を受けずに支払った食事代の差額は払い戻
されませんので、入院の予定がなくても事前に申請
することをお勧めします。

　住民税非課税世帯の人で、過去12カ月以内に90
日以上の入院をしたことがある人は、申請すること
で食事代をさらに減額できます。長期入院該当の認
定日は申請した月の翌月1日からです。申請した日
から翌月の1日までの差額は、後日払い戻されます。

　認定証の有効期限は7月末日までで、毎年更
新手続が必要です。引き続き認定が必要な人
は、7月～8月中に手続きをしてください。長
期入院の認定が必要な人は必ず7月中に更新手
続きをしてください。
（注①）区分Ⅰとは、世帯主と世帯の国保の人全
員が住民税非課税で、所得が0円の人（年金の所得
は80万円を控除したときに0円となるとき）

　保険料を未納のままにしておくと、将来年金を受けられない場合があります。
　所得の減少や失業などで、経済的に保険料の納付が困難な場合には、申請により保険料の納付が免除
（猶予）されます。

＊例えば、平成26年7月に申請すると、平成24年6月～平
成27年6月までが対象期間となります。

＊前年中の所得を確認する必要がありますので、必ず所得
の申告を済ませておいてください。

免除の種類

全額免除
一部免除 全額免除

○ ○

○ ○

○ ○

× ×

○

×

×

×

障害基礎年金
遺族基礎年金
の受給資格期間

老齢基礎年
金の受給資
格期間

老齢基礎年金を
受けるとき

追納

3/4免除

半額免除

1/4免除

1/2で計算

5/8で計算

6/8で計算

7/8で計算

若年者
納付猶予

（30歳未満）

学生納付
特例

未納

本人
世帯主
配偶者

本人
配偶者

本人

若年者
納付猶予

（30歳未満）

学生
納付特例

審査する所得 対象期間 申請時に持参するもの

国民年金保険料の納付が困難なときは
免除の申請を！ ■問　市民課国保年金係☎35・1002

■問　環境課環境整備係☎35・1023

○知っていますか？長期入院制度

国民健康保険の人は毎年更新手続きが必要です！

　所得の申告がない場合、申請をしても認定できな
い場合がありますので、ご注意ください。

○所得の申請が必要です

▽食事代減額申請のとき
・保険証
・印かん
▽長期入院該当申請のとき
・保険証
・印かん
・「標準負担額減額認定証」または「限度額適用・
標準負担額減額認定証」

（既に交付されているとき）
・申請日より過去12カ月以内に90日を超える入院
の期間が証明できる領収書など

【申請に必要なもの】

▽対象者
　市内に住所があり、自分でごみを出すことができ
ず、家族や近所の協力を得ることができない人で、
次の要件のいずれかを満たす人が対象となります。
○介護保険制度の要支援または要介護認定を受けら
れており、ごみ出しの支援が必要な人。
○身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉
手帳のいずれかの手帳をお持ちで、ごみ出しの支援

が必要な人。
▽申請方法
　安芸市戸別収集利用申請書を環
境課まで提出してください。
　なお、申請書は環境課でお渡し
します。また、安芸市ホームペー
ジからもダウンロードできます。

ごみ出しの支援が必要な人へ
ごみの回収に伺います

申請する月
の2年1カ月
前から申請
する月の直
後の6月まで
（すでに免除
が承認され
ている期間
を除く）

①認印
②代理で申請す
る場合には代
理人の免許証
など本人確認
できるもの

③退職の場合は
離職票、雇用保
険受給者証、退
職の辞令など

10年まで遡って
追納できます

＊承認の翌々年
度を超えて
追納する場
合は加算金
がかかります。

①認印
②代理で申請す
る場合には代
理人の免許証
など本人確認
できるもの

③学生証、在学証
明書など現在
学生であること
がわかるもの

申請する月
の2年1カ月
前から申請
する月の直
後の3月まで
（すでに免除
が承認され
ている期間
を除く）

免除の期間は、「7月から翌年の6月まで」です。現在、免除が承認されている人
でも、6月で免除の承認が切れますので、7月以降に新たに申請をしてください。
（全額免除・納付猶予が承認されている人で、継続審査の申請をしている人は新
たな申請の必要はありません。）

＜入院時の食事代＞
区　　　分

一般（住民税課税世帯の方）
90日までの入院

区分Ⅰ（注①）

90日を超える入院
（長期該当）

住民税非課税
世帯の方

1食　260円
1食　210円

1食　160円

1食　100円

負担額

　平成25年8月以降に「限度額適用・標準負担額減
額認定証」の交付を受けている人で、平成26年8月1
日からも引き続き該当する人は更新手続きは不要で
す。7月上旬に保険証と一緒に認定証を送付します
ので内容をお確かめください。
（注②）区分Ⅰとは、世帯全員が住民税非課税で、
世帯全員の所得が0円の人（年金の所得は80万円
を控除したときに0円となるとき）

（注③）区分Ⅱとは、世帯全員が住民税非課税の人

後期高齢者医療の人は更新手続きは不要です！
＜入院時の食事代など＞

所得区分
一般病床に入院のとき

（1回の食費）
療養病床に入院のとき

（1回の食費）（1日の居住費）
現役並み
所得者
一　般

区分Ⅱ
（注③）

区分Ⅰ
（注②）

260円

100円

90日まで 210円
12カ月の入院日数
が90日を超える入院 160円

460円
または
420円

210円
320円

130円

非
課
税
世
帯

AKI CITY NEWS

▽免除の申請 ▽未納とここが違います

▽免除申請が認められた後の保険料（月額）は次のとおりです。

（1）

（2）

（3）

（4）

全額免除 なら納付額は

なら納付額は

なら納付額は

なら納付額は

0円

3,810円

7,630円

11，440円

3/4免除 1/4納付

半額免除 半額納付

1/4免除 3/4納付

国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者の皆さん、申請をお忘れなく！

2年で時効
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「
社
会
を
明
る
く
す
る

  

運
動
」啓
発
パ
レ
ー
ド

県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
4

第
7
回
ふ
れ
あ
い
医
療
教
室

第
3
回
『
親
子
鉄
道
塾
』

市
民
プ
ー
ル
開
放

特
殊
詐
欺
多
発
!!

県
内
で
の
発
生
・
被
害
甚
大
!!

　
第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
は
毎
年
7
月
を
運
動

強
調
月
間
と
し
て
全
国
で
実
施

さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
街
頭

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

▽
と

　き
　
7
月
2
日
（
水
）

16
時
〜
17
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
前
駐
車
場

（
集
合
場
所
）

▽
コ
ー
ス
　
市
役
所
↓
川
向
交

差
点
↓
本
町
通
り
↓
山
登
家

旅
館
前
↓
市
役
所

＊
雨
天
決
行
（
パ
レ
ー
ド
が
で

き
な
い
場
合
は
集
会
の
み
と
な

り
ま
す
）

■
問
　
福
祉
事
務
所
障
害
ふ
く
し
係

☎
35
・
1
0
0
9

▽
と

　き
　
7
月
5
日（
土
）13
時

30
分
〜
開
演（
13
時
〜
開
場
）

▽
と
こ
ろ
　
県
立
あ
き
総
合
病

院
や
ま
の
ホ
ー
ル

▽
内

　容
　

　
○
「
呼
吸
器
内
科
外
来
」
咳

が
止
ま
ら
な
い
!?

　
講
師
　
県
立
あ
き
総
合
病
院

呼
吸
器
内
科
副
医
長
　
穴
吹

和
貴
先
生

　
○
「
膝
の
痛
み
に
つ
い
て
」

講
師
　
高
知
大
学
医
学
部
附

属
病
院 

整
形
外
科
学
教
室
教

授
　
池
内
　
昌
彦
先
生

▽
入
場
料
　
無
料

■
問
　
県
立
あ
き
総
合
病
院
地

域
連
携
室

　
藤
﨑
☎
35
・
8
1
0
7

　
県
民
総
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
が
、
県
内
各
市
町
村
会
場

に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
開
催
種
目
・
開
催
日
・
会
場

・
申
し
込
み
締
切
日
な
ど
、
詳

し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
　
生
涯
学
習
課

　
☎
35
・
1
0
2
0

　
瀬
戸
大
橋
を
走
る
ア
ン
パ
ン

マ
ン
ト
ロ
ッ
コ
列
車
や
、
新
幹

線
「
こ
だ
ま
」
な
ど
の
見
学
・

乗
車
体
験
が
で
き
る
「
親
子
鉄

道
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と

　き
　
7
月
31
日
（
木
）

8
時
30
分
〜
8
月
1
日（
金
）

19
時
30
分

＊
高
松
市
内
で
宿
泊

▽
募
集
人
員
　
30
人

▽
募
集
期
間
　
6
月
16
日
〜
7

月
23
日

▽
参
加
費
　
親
1
3
，0
0
0
円

　
小
学
生
5
，0
0
0
円

　
詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
・
申
込
　
土
佐
く
ろ
し
お

鉄
道
株
式
会
社 

安
芸
駅

　
☎
34
・
8
8
0
5

　
県
内
で
振
り
込
め
詐
欺
等
特

殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
1
月
〜
5
月
の
間

の
被
害
額
は
、
昨
年
1
年
間
の

被
害
額
を
上
回
る
約
4
億
円
超

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
被
害
に
あ
っ
た
詐
欺
の

主
な
手
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
医
療
費
、
年
金
な
ど
の
還
付

金
が
あ
り
ま
す

○
オ
レ
オ
レ
。
電
話
番
号
が
変

わ
っ
た
か
ら
登
録
し
直
し
て
お

い
て
ね
。

○
必
ず
儲
け
ま
す
。
あ
な
た
の

納
涼
市
民
祭
踊
り
子
募
集

名
義
を
貸
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
。

○
宝
く
じ
の
当
選
番
号
を
お
教

え
し
ま
す
。

詐
欺
の
手
口
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

次
の
よ
う
な
言
葉
に
も
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

●
A
T
M
に
行
っ
て
操
作
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
ゆ
う
パ
ッ
ク
、
宅
配
便
で
現

金
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
支
払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
所
に

申
し
立
て
ま
す
。
逮
捕
さ
れ
ま

す
よ
。

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
言
わ
れ

た
ら
「
詐
欺
だ
！
」
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。
電
話
や
封
書
の
内

容
を
す
ぐ
に
信
用
し
な
い
で
、

必
ず
家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
自
分
は
大
丈
夫
。
騙

さ
れ
た
り
し
な
い
。」と
思
わ
ず
、

自
分
だ
け
で
な
く
家
族
の
誰
も

が
被
害
に
遭
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
こ
れ
っ
て
詐
欺
か
も
？
」

と
思
っ
た
ら
安
芸
警
察
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
　
安
芸
警
察
署

　
☎
34
・
0
1
1
0

　
国
土
地
理
院
が
国
土
調
査
に

伴
う
基
準
点
測
量
を
江
川
地
区

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

夏
季
の
節
電

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査
、

商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

基
準
点
測
量
を
行
い

ま
す（
江
川
地
区
）

D
V
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

で
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と

　き
　
7
月
10
日
（
木
）

〜
11
月
10
日
（
月
）

▽
と
こ
ろ
　
江
川
地
区

■
問
　
国
土
地
理
院
四
国
地
方

測
量
部

　
☎
0
8
7・8
6
1・9
0
1
3

　
夏
休
み
の
期
間
中
、
市
民
プ

ー
ル
（
元
気
館
北
隣
）
を
開
放

し
ま
す
。

▽
と

　き
　
7
月
19
日
（
土
）

〜
８
月
29
日
（
金
）
10
時
〜
16

時
（
12
時
〜
13
時
は
休
み
）

＊
毎
週
火
曜
日
、
水
曜
日
が
休

み
（
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
問
　
生
涯
学
習
課

　
☎
35
・
1
0
2
0

　
ま
ず
は
電
話
で
相
談
を
！！

　
家
庭
内
（
夫
婦
間
、
親
子
間

の
暴
力
）
お
よ
び
恋
愛
関
係
の

当
事
者
間
に
お
け
る
暴
力
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
に

よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

＊
相
談
員
は
高
知
県
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
で
、

安
芸
市
外
の
人
で
す
。

＊
電
話
で
の
相
談
時
に
は
住
所
、

氏
名
を
言
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

＊
来
所
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

▽
と

　き
　
毎
月
第
2
、
第
4

金
曜
日
（
7
月
は
11
日
、
25

日
）
10
時
〜
15
時

＊
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
。

▽
と
こ
ろ
　
安
芸
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
1
階
相
談
室

▽
対
象
者
　
原
則
と
し
て
安
芸

市
在
住
の
人

■
問
　
0
8
0・3
1
6
7・2
9
1
8

（
月
〜
金
曜
日
の
8
時
30
分
〜
17

時
15
分
で
あ
れ
ば
、福
祉
事
務
所

障
害
ふ
く
し
係
で
対
応
し
ま
す
。）

　
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま

で
の
平
日
、
9
時
〜
20
時
ま
で

の
間
、
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
13
時
〜
16
時

の
節
電
が
特
に
重
要
で
す
！
）

▽
空
調
で
節
電
！

・
室
温
28
℃
を
心
が
け
る
。

（
節
電
温
度
＋
2
℃
の
場
合
　

節
電
効
果
10
％
）

・
エ
ア
コ
ン
使
用
時
に
〝
す
だ

れ
〞
や
〝
よ
し
ず
〞
な
ど
で
窓

か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る
。

（
節
電
効
果
10
％
）

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ

ン
を
消
し
、
扇
風
機
を
使
用
す

る
。（
節
電
効
果
50
％
）

＊
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

適
切
な
室
温
管
理
や
水
分
補
給

に
注
意
し
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
冷
蔵
庫
で
節
電
！

・
設
定
温
度
を
「
強
」
か
ら

「
中
」
に
変
え
、
扉
を
開
け
る

時
間
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、

食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
。（
節
電
効
果
2
％
）

▽
照
明
で
節
電
！

・
日
中
は
不
要
な
照
明
を
消
す
。

（
節
電
効
果
5
％
）

・
照
明
器
具
を
購
入
す
る
と
き

は
、
省
エ
ネ
型
の
電
球
形
蛍
光

ラ
ン
プ
や
L
E
D
電
球
な
ど
を

選
択
す
る
。

▽
電
力
消
費
機
器
で
節
電
！

・テ
レ
ビ
を
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定

し
、画
面
の
輝
度
を
下
げ
、不
要
な

時
は
消
す
。（
節
電
効
果
2
％
）

・
リ
モ
コ
ン
の
電
源
で
な
く
、

本
体
の
主
電
源
を
切
る
。
長
時

間
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
。（
節
電

効
果
2
％
）

・
電
力
消
費
が
大
き
い
電
気
製

品
の
日
中
（
13
時
〜
16
時
）
の

使
用
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

（
例
）ア
イ
ロ
ン
、電
気
ポ
ッ
ト
、電

子
レ
ン
ジ
、食
器
洗
い
機
、洗
濯
乾

燥
機
、掃
除
機
な
ど

若
者
の
た
め
の
就
職

支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
」

　
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
仕
事

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
主
な
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

○
就
職
相
談
（
原
則
予
約
制
）

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

就
職
活
動
全
般
に
つ
い
て
、
個

別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
履
歴

書
、
面
接
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
行
い
ま
す
。

○
し
ご
と
体
験
講
習
（
短
期
間

の
就
労
体
験
で
就
職
を
応
援
）

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
就
活
セ
ミ
ナ
ー
や
職
業
適
性

検
査
も
行
い
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
運
営
時
間
　
10
時
〜
19
時

（
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

■
問
　
高
知
県
就
職
支
援
相
談

セ
ン
タ
ー
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

こ
う
ち
」

　
☎
0
8
8・8
0
2・2
0
2
5
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　●
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

は
、
事
業
所
お
よ
び
企
業
の
活

動
の
状
態
を
調
査
し
ま
す
。

全
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る
事

業
所
お
よ
び
企
業
の
従
業
者
規

模
な
ど
の
基
本
的
構
造
を
全
国

お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
各
種
統
計
調
査

の
基
礎
と
な
る
母
集
団
情
報
の

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

●
商
業
統
計
調
査
は
、
商
業
を

営
む
事
業
所
に
つ
い
て
、
産
業

分
類
別
、
従
業
者
規
模
別
、
地

域
別
な
ど
に
従
業
者
数
、
商
品

販
売
額
な
ど
を
把
握
し
、
我
が

国
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

商
業
に
関
す
る
施
策
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

●
調
査
票
は
平
成
26
年
6
月
末

日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
7
月
1
日
以
降
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
の
意
義
・
重
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
8
月
2
日
、
3
日
に
行
わ
れ

る
第
59
回
安
芸
納
涼
市
民
祭
の

開
催
に
伴
い
、
納
涼
市
民
祭
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
踊
り
子

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
パ
ワ
フ

ル
な
踊
り
と
街
に
鳴
り
響
く
鳴

子
の
リ
ズ
ム
で
、
市
民
み
ん
な

の
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
！

【
安
芸
東
陣
】

　
今
年
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
踊

り
子
へ
の
参
加
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
　
80
人

▽
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
も
踊

り
参
加
の
場
合
は
参
加
可
能
）

＊
安
芸
納
涼
祭
と
高
知
よ
さ
こ

い
祭
り
（
8
月
10
日
、
11
日
）

の
両
方
参
加
可
能
な
人

▽
参
加
費
　
2
5
，0
0
0
円

▽
申
込
方
法
　
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
Ｏ

Ｘ
　
カ
ラ
パ
ラ
に
て
申
込
み
書

受
付
中

▽
練
習
場
所
　
安
芸
第
一
小
学

校
西
体
育
館

■
問
・
申
込
　
安
芸
東
陣（
カ
ラ

オ
ケ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
　
カ
ラ
パ
ラ
）　

☎
3
5
・
6
3
0
0

【
シ
ニ
ア
元
気
連
】

　
今
年
も
元
気
に
踊
り
ま
す
。

皆
さ
ん
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

＊
踊
り
の
参
加
は
8
月
3
日
の

み
。

▽
参
加
人
数
　
20
人

▽
踊
り
曲
目
　
よ
さ
こ
い
鳴
子

踊
り
、
あ
き
の
元
気
体
操

■
問
・
申
込
　
シ
ニ
ア
元
気
連

　
門
田
さ
ん

　
☎
35
・
6
9
6
3



広報あき　平成26年7月 18広報あき　平成26年7月 安芸市ホームページはバナー広告を募集中　→ →　詳しくはお問い合わせください。　■問　総務課☎35・100019

「
社
会
を
明
る
く
す
る

  

運
動
」啓
発
パ
レ
ー
ド

県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
4

第
7
回
ふ
れ
あ
い
医
療
教
室

第
3
回
『
親
子
鉄
道
塾
』

市
民
プ
ー
ル
開
放

特
殊
詐
欺
多
発
!!

県
内
で
の
発
生
・
被
害
甚
大
!!

　
第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
は
毎
年
7
月
を
運
動

強
調
月
間
と
し
て
全
国
で
実
施

さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
街
頭

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

▽
と

　き
　
7
月
2
日
（
水
）

16
時
〜
17
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
前
駐
車
場

（
集
合
場
所
）

▽
コ
ー
ス
　
市
役
所
↓
川
向
交

差
点
↓
本
町
通
り
↓
山
登
家

旅
館
前
↓
市
役
所

＊
雨
天
決
行
（
パ
レ
ー
ド
が
で

き
な
い
場
合
は
集
会
の
み
と
な

り
ま
す
）

■
問
　
福
祉
事
務
所
障
害
ふ
く
し
係

☎
35
・
1
0
0
9

▽
と

　き
　
7
月
5
日（
土
）13
時

30
分
〜
開
演（
13
時
〜
開
場
）

▽
と
こ
ろ
　
県
立
あ
き
総
合
病

院
や
ま
の
ホ
ー
ル

▽
内

　容
　

　
○
「
呼
吸
器
内
科
外
来
」
咳

が
止
ま
ら
な
い
!?

　
講
師
　
県
立
あ
き
総
合
病
院

呼
吸
器
内
科
副
医
長
　
穴
吹

和
貴
先
生

　
○
「
膝
の
痛
み
に
つ
い
て
」

講
師
　
高
知
大
学
医
学
部
附

属
病
院 

整
形
外
科
学
教
室
教

授
　
池
内
　
昌
彦
先
生

▽
入
場
料
　
無
料

■
問
　
県
立
あ
き
総
合
病
院
地

域
連
携
室

　
藤
﨑
☎
35
・
8
1
0
7

　
県
民
総
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
が
、
県
内
各
市
町
村
会
場

に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
開
催
種
目
・
開
催
日
・
会
場

・
申
し
込
み
締
切
日
な
ど
、
詳

し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
　
生
涯
学
習
課

　
☎
35
・
1
0
2
0

　
瀬
戸
大
橋
を
走
る
ア
ン
パ
ン

マ
ン
ト
ロ
ッ
コ
列
車
や
、
新
幹

線
「
こ
だ
ま
」
な
ど
の
見
学
・

乗
車
体
験
が
で
き
る
「
親
子
鉄

道
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と

　き
　
7
月
31
日
（
木
）

8
時
30
分
〜
8
月
1
日（
金
）

19
時
30
分

＊
高
松
市
内
で
宿
泊

▽
募
集
人
員
　
30
人

▽
募
集
期
間
　
6
月
16
日
〜
7

月
23
日

▽
参
加
費
　
親
1
3
，0
0
0
円

　
小
学
生
5
，0
0
0
円

　
詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
・
申
込
　
土
佐
く
ろ
し
お

鉄
道
株
式
会
社 

安
芸
駅

　
☎
34
・
8
8
0
5

　
県
内
で
振
り
込
め
詐
欺
等
特

殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
1
月
〜
5
月
の
間

の
被
害
額
は
、
昨
年
1
年
間
の

被
害
額
を
上
回
る
約
4
億
円
超

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
被
害
に
あ
っ
た
詐
欺
の

主
な
手
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
医
療
費
、
年
金
な
ど
の
還
付

金
が
あ
り
ま
す

○
オ
レ
オ
レ
。
電
話
番
号
が
変

わ
っ
た
か
ら
登
録
し
直
し
て
お

い
て
ね
。

○
必
ず
儲
け
ま
す
。
あ
な
た
の

納
涼
市
民
祭
踊
り
子
募
集

名
義
を
貸
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
。

○
宝
く
じ
の
当
選
番
号
を
お
教

え
し
ま
す
。

詐
欺
の
手
口
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

次
の
よ
う
な
言
葉
に
も
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

●
A
T
M
に
行
っ
て
操
作
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
ゆ
う
パ
ッ
ク
、
宅
配
便
で
現

金
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
支
払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
所
に

申
し
立
て
ま
す
。
逮
捕
さ
れ
ま

す
よ
。

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
言
わ
れ

た
ら
「
詐
欺
だ
！
」
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。
電
話
や
封
書
の
内

容
を
す
ぐ
に
信
用
し
な
い
で
、

必
ず
家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
自
分
は
大
丈
夫
。
騙

さ
れ
た
り
し
な
い
。」と
思
わ
ず
、

自
分
だ
け
で
な
く
家
族
の
誰
も

が
被
害
に
遭
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
こ
れ
っ
て
詐
欺
か
も
？
」

と
思
っ
た
ら
安
芸
警
察
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
　
安
芸
警
察
署

　
☎
34
・
0
1
1
0

　
国
土
地
理
院
が
国
土
調
査
に

伴
う
基
準
点
測
量
を
江
川
地
区

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

夏
季
の
節
電

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査
、

商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

基
準
点
測
量
を
行
い

ま
す（
江
川
地
区
）

D
V
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

で
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と

　き
　
7
月
10
日
（
木
）

〜
11
月
10
日
（
月
）

▽
と
こ
ろ
　
江
川
地
区

■
問
　
国
土
地
理
院
四
国
地
方

測
量
部

　
☎
0
8
7・8
6
1・9
0
1
3

　
夏
休
み
の
期
間
中
、
市
民
プ

ー
ル
（
元
気
館
北
隣
）
を
開
放

し
ま
す
。

▽
と

　き
　
7
月
19
日
（
土
）

〜
８
月
29
日
（
金
）
10
時
〜
16

時
（
12
時
〜
13
時
は
休
み
）

＊
毎
週
火
曜
日
、
水
曜
日
が
休

み
（
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
問
　
生
涯
学
習
課

　
☎
35
・
1
0
2
0

　
ま
ず
は
電
話
で
相
談
を
！！

　
家
庭
内
（
夫
婦
間
、
親
子
間

の
暴
力
）
お
よ
び
恋
愛
関
係
の

当
事
者
間
に
お
け
る
暴
力
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
に

よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

＊
相
談
員
は
高
知
県
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
で
、

安
芸
市
外
の
人
で
す
。

＊
電
話
で
の
相
談
時
に
は
住
所
、

氏
名
を
言
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

＊
来
所
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

▽
と

　き
　
毎
月
第
2
、
第
4

金
曜
日
（
7
月
は
11
日
、
25

日
）
10
時
〜
15
時

＊
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
。

▽
と
こ
ろ
　
安
芸
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
1
階
相
談
室

▽
対
象
者
　
原
則
と
し
て
安
芸

市
在
住
の
人

■
問
　
0
8
0・3
1
6
7・2
9
1
8

（
月
〜
金
曜
日
の
8
時
30
分
〜
17

時
15
分
で
あ
れ
ば
、福
祉
事
務
所

障
害
ふ
く
し
係
で
対
応
し
ま
す
。）

　
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま

で
の
平
日
、
9
時
〜
20
時
ま
で

の
間
、
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
13
時
〜
16
時

の
節
電
が
特
に
重
要
で
す
！
）

▽
空
調
で
節
電
！

・
室
温
28
℃
を
心
が
け
る
。

（
節
電
温
度
＋
2
℃
の
場
合
　

節
電
効
果
10
％
）

・
エ
ア
コ
ン
使
用
時
に
〝
す
だ

れ
〞
や
〝
よ
し
ず
〞
な
ど
で
窓

か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る
。

（
節
電
効
果
10
％
）

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ

ン
を
消
し
、
扇
風
機
を
使
用
す

る
。（
節
電
効
果
50
％
）

＊
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

適
切
な
室
温
管
理
や
水
分
補
給

に
注
意
し
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
冷
蔵
庫
で
節
電
！

・
設
定
温
度
を
「
強
」
か
ら

「
中
」
に
変
え
、
扉
を
開
け
る

時
間
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、

食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
。（
節
電
効
果
2
％
）

▽
照
明
で
節
電
！

・
日
中
は
不
要
な
照
明
を
消
す
。

（
節
電
効
果
5
％
）

・
照
明
器
具
を
購
入
す
る
と
き

は
、
省
エ
ネ
型
の
電
球
形
蛍
光

ラ
ン
プ
や
L
E
D
電
球
な
ど
を

選
択
す
る
。

▽
電
力
消
費
機
器
で
節
電
！

・テ
レ
ビ
を
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定

し
、画
面
の
輝
度
を
下
げ
、不
要
な

時
は
消
す
。（
節
電
効
果
2
％
）

・
リ
モ
コ
ン
の
電
源
で
な
く
、

本
体
の
主
電
源
を
切
る
。
長
時

間
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
。（
節
電

効
果
2
％
）

・
電
力
消
費
が
大
き
い
電
気
製

品
の
日
中
（
13
時
〜
16
時
）
の

使
用
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

（
例
）ア
イ
ロ
ン
、電
気
ポ
ッ
ト
、電

子
レ
ン
ジ
、食
器
洗
い
機
、洗
濯
乾

燥
機
、掃
除
機
な
ど

若
者
の
た
め
の
就
職

支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
」

　
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
仕
事

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
主
な
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

○
就
職
相
談
（
原
則
予
約
制
）

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

就
職
活
動
全
般
に
つ
い
て
、
個

別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
履
歴

書
、
面
接
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
行
い
ま
す
。

○
し
ご
と
体
験
講
習
（
短
期
間

の
就
労
体
験
で
就
職
を
応
援
）

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
就
活
セ
ミ
ナ
ー
や
職
業
適
性

検
査
も
行
い
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
運
営
時
間
　
10
時
〜
19
時

（
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

■
問
　
高
知
県
就
職
支
援
相
談

セ
ン
タ
ー
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

こ
う
ち
」

　
☎
0
8
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0
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0
2
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　●
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

は
、
事
業
所
お
よ
び
企
業
の
活

動
の
状
態
を
調
査
し
ま
す
。

全
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る
事

業
所
お
よ
び
企
業
の
従
業
者
規

模
な
ど
の
基
本
的
構
造
を
全
国

お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
各
種
統
計
調
査

の
基
礎
と
な
る
母
集
団
情
報
の

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

●
商
業
統
計
調
査
は
、
商
業
を

営
む
事
業
所
に
つ
い
て
、
産
業

分
類
別
、
従
業
者
規
模
別
、
地

域
別
な
ど
に
従
業
者
数
、
商
品

販
売
額
な
ど
を
把
握
し
、
我
が

国
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

商
業
に
関
す
る
施
策
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

●
調
査
票
は
平
成
26
年
6
月
末

日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
7
月
1
日
以
降
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
の
意
義
・
重
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
8
月
2
日
、
3
日
に
行
わ
れ

る
第
59
回
安
芸
納
涼
市
民
祭
の

開
催
に
伴
い
、
納
涼
市
民
祭
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
踊
り
子

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
パ
ワ
フ

ル
な
踊
り
と
街
に
鳴
り
響
く
鳴

子
の
リ
ズ
ム
で
、
市
民
み
ん
な

の
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
！

【
安
芸
東
陣
】

　
今
年
も
皆
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
踊

り
子
へ
の
参
加
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
　
80
人

▽
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
も
踊

り
参
加
の
場
合
は
参
加
可
能
）

＊
安
芸
納
涼
祭
と
高
知
よ
さ
こ

い
祭
り
（
8
月
10
日
、
11
日
）

の
両
方
参
加
可
能
な
人

▽
参
加
費
　
2
5
，0
0
0
円

▽
申
込
方
法
　
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
Ｏ

Ｘ
　
カ
ラ
パ
ラ
に
て
申
込
み
書

受
付
中

▽
練
習
場
所
　
安
芸
第
一
小
学

校
西
体
育
館

■
問
・
申
込
　
安
芸
東
陣（
カ
ラ

オ
ケ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
　
カ
ラ
パ
ラ
）　

☎
3
5
・
6
3
0
0

【
シ
ニ
ア
元
気
連
】

　
今
年
も
元
気
に
踊
り
ま
す
。

皆
さ
ん
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

＊
踊
り
の
参
加
は
8
月
3
日
の

み
。

▽
参
加
人
数
　
20
人

▽
踊
り
曲
目
　
よ
さ
こ
い
鳴
子

踊
り
、
あ
き
の
元
気
体
操

■
問
・
申
込
　
シ
ニ
ア
元
気
連

　
門
田
さ
ん

　
☎
35
・
6
9
6
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親子で読書
！

ブックスタ
ートを開始

18広報あき　平成26年7月21 20広報あき　平成26年7月

○

7月の
安芸市民図書館 ☎35・5638

日 月 火 水 木 金 土

×印は休館日　○印はおはなし会　　
＊ 5日（土）→童っ子（14時～）
  10日（木）→ぱんだぱんだ（10時30分～）
【開館時間】
平日・土日すべて→９時30分～19時まで

[児童書]▽三浦太郎「あ・あ」▽もとしたいづみ「すすめ！ふたごちゃん」▽高木
さんご「じゃんけんでんしゃ」▽村上しいこ「ともだちはアリクイ」▽松本祐子「ツ
ン子ちゃん、おとぎの国へ行く」ほか
[一般書]▽小和田哲男「戦国大名と読書」▽冨手淳「線路はつながった」▽
北原亞以子「乗合船」▽久坂部羊「嗤う名医」▽真山仁「そして、星の輝く夜が
くる」ほか

今月はちょっと空いた時間に気軽に読める本
を紹介します。
自分で手作りすることが大好きな著者が作っ

たものの数々を、写真と楽しいコミックエッセ
イで紹介しています。自分でも作ってみようか
な？と思うくらい楽しい本です。
ぜひ、手に取ってください。

＝7月の新刊案内＝

●辻芳樹　著

「へなちょこ手づくり生活」（白泉社）

新刊の一押し

６
13
20
27

２
９
16
23
30

４
11
18
25

5
12
19
26

○７
14
21
28

３
10
17
24
31

１
８
15
22
29

　写真に写っている雑誌は、図書館に置いてある雑
誌の一部です。最新号は貸出できませんが、バック
ナンバーは貸出できますので、ぜひご利用ください。
　

【開館時間の変更のお知らせ】　
7月1日（火）～8月31日（日）までの2カ月間、土・日曜日の開館時間が変わり
ます。平日と開館時間が同じになり、9時30分～19時となります。ご来館をお
待ちしています。

　ブックスタートとは、赤ちゃんとその保護者に、「絵
本を楽しむ時間の大切さ」を伝えながら、絵本を手渡
す運動のことです。　
　市教育委員会は、市民ボランティアの皆さんと一
緒に、平成26年度から取り組みを開始し、1歳6カ月
健診時に、赤ちゃんに読み聞かせを行い、絵本（ブッ
クスタートパック）をプレゼントしています。

▽対象者
　安芸市に住所を有する、生後1歳6カ月の乳幼児お
よびその保護者
▽と　き　毎月行われる1歳6カ月健診のとき
＊1歳6カ月健診の日程は、健康ふれあいセンター「元
気館」（☎32・0300）へお問い合わせください。
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」

▽ブックスタートパックに入っているもの
①コットンバッグ
②絵本１冊（6種類のうちから1冊、種類は選べません。）
③イラストアドバイス集（保護者用）
④ブックリスト「絵本おはなし宝箱」
⑤パンフレット等
■問　生涯学習課☎35・1020

人口　　18,814人
（前月比：21人減）

男　8,922人
（   〃 　：18人減）

女　9,892人
（   〃 　：3人減）
世帯数　　　8,703   

安芸町
伊尾木
川北
東川
土居
井ノ口
畑山
穴内
赤野

7,312人 
1,747人 
3,066人 
305人 

1,981人 
2,111人 
229人 
793人

1,270人 

（地区別人口）

人権相談

▽と　き　7月16日（水）10時～15時
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　安芸市総合社会福祉センター
■問　総務課☎35・1000

行政相談

▽と　き　7月3日（木）10時～15時
　　　　　（14時30分受付終了）
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター２階　中会議室
■問　南国年金事務所☎088・864・1111

年金相談

▽と　き　7月14日（月）13時30分～15時30分
▽ところ　安芸ひまわり基金法律事務所
　　　　　（商工会議所２階）
＊相談無料　1人30分で予約制
＊借金などでお困りの人については、随時無料で受け
付けしています。
＊法テラスの制度も使えます。
■問　安芸ひまわり基金法律事務所☎35・8200

法律相談

▽と　き　7月3日（木）10時～15時
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　法務局安芸支局☎35・2272

【26年5月末日現在】
（外国人含む）

処分場独自排水目標

採取試験日

法排水基準

5月7日

３，０００以下

３，０００以下

３０未満

pＨ SS
mg/ℓ

COD
mg/ℓ

ＢＯＤ
mg/ℓ

大腸菌群数
個/㎖

一般廃棄物最終処分場放流水水質検査

５．８～８．６

５．８～８．６

７．４

２０以下

１５０以下

１．０未満

２０以下

１２０以下

１．０未満

１０以下

１２０以下

０．５未満

処分場独自排水目標

採取試験日

法排水基準

5月14日

３，０００以下

３，０００以下

３０未満

pＨ SS
mg/ℓ

COD
mg/ℓ

ＢＯＤ
mg/ℓ

大腸菌群数
個/㎖

東山旧処分場放流水水質検査

水道指定給水装置工事事業者の指定

５．８～８．６

５．８～８．６

８．１

２０以下

１５０以下

２．９

２０以下

１２０以下

３．４

１０以下

１２０以下

０．５ｍ未満

　平成26年5月1日以降に届出のあった業者をお
知らせします。指定業者についてのお問い合わせ
は、上下水道課までご連絡ください。
▽指定の休止
○氏名または名称　西岡　良久
○代表者氏名　　　西岡　良久
○所在地　　　　　安芸市下山2438番地15
○休止日　　　　　平成26年5月7日
■問　上下水道課☎35・6875

5
月
1
日
 （木
）庁
議

　
健
康
づ
く
り
推
進
対
策
チ
ー
ム

全
体
会
議

5
月
2
日（
金
）課
長
会 

5
月
7
日（
水
）（
在
庁
）

5
月
8
日
 （木
）第
45
回
早
起
き
ソ

フ
ト
開
会
式

　
小
松
麻
実
氏
表
敬
訪
問（
ベ
ン
チ

プ
レ
ス
選
手
）

　
名
木
利
幸
氏
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出

場
壮
行
会（
サ
ッ
カ
ー
国
際
副
審
）

5
月
9
日（
金
）安
芸
地
区
委
員
協

議
会
総
会

　
高
知
県
市
町
村
道
整
備
促
進
協

議
会
総
会（
高
知
市
）

5
月
12
日（
月
）た
つ
の
市
表
敬
訪

問（
兵
庫
県
た
つ
の
市
）

5
月
13
日
（
火
）四
国
市
長
会
議

（
徳
島
県
阿
南
市
）

5
月
14
日（
水
）安
芸
市
健
康
衛
生

都
市
建
設
推
進
協
議
会
総
会

　
高
知
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
監
査

　
安
芸
市
議
友
会
総
会
　

5
月
15
日（
木
）（
在
庁
）

5
月
16
日（
金
）安
芸
郡
市
連
合
婦

人
会
総
会

　
高
知
県
議
会
要
望（
危
機
管
理

文
化
厚
生
委
員
会
）

　
安
芸
地
区
地
域
安
全
協
会
総
会

5
月
18
日（
日
）市
制
60
周
年
記
念

事
業
N
H
K
ラ
ジ
オ
番
組「
民
謡

を
た
ず
ね
て
」公
開
収
録

5
月
19
日（
月
）高
知
県
東
部
地
域

博
覧
会
推
進
協
議
会
事
務
所
開

設
取
材 

5
月
20
日（
火
）キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

㈱
代
表
取
締
役
社
長

　
安
芸
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

総
会

　
交
通
安
全
協
会
安
芸
支
部
総
会

5
月
21
日（
水
）A
M
A
総
会（
徳

島
県
阿
南
市
）

5
月
22
日（
木
）高
知
県
議
会
要
望

（
総
務
委
員
会
）

　
安
芸
市
木
曜
会
定
例
会
　

5
月
23
日（
金
）安
芸
シ
ル
バ
ー
短

期
大
学
入
学
式

　
三
菱
商
事
㈱
取
締
役
、関
西
支
社

長
ほ
か

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
知
事
と

の
懇
談
会

5
月
24
日（
土
）ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ

ー
ト
２
０
１
４

5
月
25
日（
日
）一斉
清
掃

5
月
26
日（
月
）安
芸
市
交
通
安
全

市
民
会
議
総
会

　
県
農
業
農
村
整
備
事
業
及
び
農

業
集
落
排
水
事
業
推
進
協
議
会

総
会（
高
知
市
）

5
月
27
日（
火
）安
芸
市
土
地
開
発

公
社
理
事
会

　
J
A
L
高
知
支
店
長

5
月
28
日（
水
）安
芸
福
祉
保
健
所
長

　
安
芸
保
護
区
保
護
司
会
総
会

5
月
29
日（
木
）ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
辞
令
交
付

　
安
芸
市
防
災
会
議

5
月
30
日（
金
）高
知
県
資
源
保
全

施
策
地
域
協
議
会
監
査（
高
知

市
）

　
高
知
県
防
犯
協
会
総
会（
高
知
市
）

この公務記録には、庁内での打合せ、ご面会等は掲載していません。5月　市長の活動
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○

7月の
安芸市民図書館 ☎35・5638

日 月 火 水 木 金 土

×印は休館日　○印はおはなし会　　
＊ 5日（土）→童っ子（14時～）
  10日（木）→ぱんだぱんだ（10時30分～）
【開館時間】
平日・土日すべて→９時30分～19時まで

[児童書]▽三浦太郎「あ・あ」▽もとしたいづみ「すすめ！ふたごちゃん」▽高木
さんご「じゃんけんでんしゃ」▽村上しいこ「ともだちはアリクイ」▽松本祐子「ツ
ン子ちゃん、おとぎの国へ行く」ほか
[一般書]▽小和田哲男「戦国大名と読書」▽冨手淳「線路はつながった」▽
北原亞以子「乗合船」▽久坂部羊「嗤う名医」▽真山仁「そして、星の輝く夜が
くる」ほか

今月はちょっと空いた時間に気軽に読める本
を紹介します。
自分で手作りすることが大好きな著者が作っ

たものの数々を、写真と楽しいコミックエッセ
イで紹介しています。自分でも作ってみようか
な？と思うくらい楽しい本です。
ぜひ、手に取ってください。

＝7月の新刊案内＝

●辻芳樹　著

「へなちょこ手づくり生活」（白泉社）

新刊の一押し

６
13
20
27

２
９
16
23
30

４
11
18
25

5
12
19
26

○７
14
21
28

３
10
17
24
31

１
８
15
22
29

　写真に写っている雑誌は、図書館に置いてある雑
誌の一部です。最新号は貸出できませんが、バック
ナンバーは貸出できますので、ぜひご利用ください。
　

【開館時間の変更のお知らせ】　
7月1日（火）～8月31日（日）までの2カ月間、土・日曜日の開館時間が変わり
ます。平日と開館時間が同じになり、9時30分～19時となります。ご来館をお
待ちしています。

　ブックスタートとは、赤ちゃんとその保護者に、「絵
本を楽しむ時間の大切さ」を伝えながら、絵本を手渡
す運動のことです。　
　市教育委員会は、市民ボランティアの皆さんと一
緒に、平成26年度から取り組みを開始し、1歳6カ月
健診時に、赤ちゃんに読み聞かせを行い、絵本（ブッ
クスタートパック）をプレゼントしています。

▽対象者
　安芸市に住所を有する、生後1歳6カ月の乳幼児お
よびその保護者
▽と　き　毎月行われる1歳6カ月健診のとき
＊1歳6カ月健診の日程は、健康ふれあいセンター「元
気館」（☎32・0300）へお問い合わせください。
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」

▽ブックスタートパックに入っているもの
①コットンバッグ
②絵本１冊（6種類のうちから1冊、種類は選べません。）
③イラストアドバイス集（保護者用）
④ブックリスト「絵本おはなし宝箱」
⑤パンフレット等
■問　生涯学習課☎35・1020

人口　　18,814人
（前月比：21人減）

男　8,922人
（   〃 　：18人減）

女　9,892人
（   〃 　：3人減）
世帯数　　　8,703   

安芸町
伊尾木
川北
東川
土居
井ノ口
畑山
穴内
赤野

7,312人 
1,747人 
3,066人 
305人 

1,981人 
2,111人 
229人 
793人

1,270人 

（地区別人口）

人権相談

▽と　き　7月16日（水）10時～15時
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　安芸市総合社会福祉センター
■問　総務課☎35・1000

行政相談

▽と　き　7月3日（木）10時～15時
　　　　　（14時30分受付終了）
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター２階　中会議室
■問　南国年金事務所☎088・864・1111

年金相談

▽と　き　7月14日（月）13時30分～15時30分
▽ところ　安芸ひまわり基金法律事務所
　　　　　（商工会議所２階）
＊相談無料　1人30分で予約制
＊借金などでお困りの人については、随時無料で受け
付けしています。
＊法テラスの制度も使えます。
■問　安芸ひまわり基金法律事務所☎35・8200

法律相談

▽と　き　7月3日（木）10時～15時
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　法務局安芸支局☎35・2272

【26年5月末日現在】
（外国人含む）

処分場独自排水目標

採取試験日

法排水基準

5月7日

３，０００以下

３，０００以下

３０未満

pＨ SS
mg/ℓ

COD
mg/ℓ

ＢＯＤ
mg/ℓ

大腸菌群数
個/㎖

一般廃棄物最終処分場放流水水質検査

５．８～８．６

５．８～８．６

７．４

２０以下

１５０以下

１．０未満

２０以下

１２０以下

１．０未満

１０以下

１２０以下

０．５未満

処分場独自排水目標

採取試験日

法排水基準

5月14日

３，０００以下

３，０００以下

３０未満

pＨ SS
mg/ℓ

COD
mg/ℓ

ＢＯＤ
mg/ℓ

大腸菌群数
個/㎖

東山旧処分場放流水水質検査

水道指定給水装置工事事業者の指定

５．８～８．６

５．８～８．６

８．１

２０以下

１５０以下

２．９

２０以下

１２０以下

３．４

１０以下

１２０以下

０．５ｍ未満

　平成26年5月1日以降に届出のあった業者をお
知らせします。指定業者についてのお問い合わせ
は、上下水道課までご連絡ください。
▽指定の休止
○氏名または名称　西岡　良久
○代表者氏名　　　西岡　良久
○所在地　　　　　安芸市下山2438番地15
○休止日　　　　　平成26年5月7日
■問　上下水道課☎35・6875

5
月
1
日
 （木
）庁
議

　
健
康
づ
く
り
推
進
対
策
チ
ー
ム

全
体
会
議

5
月
2
日（
金
）課
長
会 

5
月
7
日（
水
）（
在
庁
）

5
月
8
日
 （木
）第
45
回
早
起
き
ソ

フ
ト
開
会
式

　
小
松
麻
実
氏
表
敬
訪
問（
ベ
ン
チ

プ
レ
ス
選
手
）

　
名
木
利
幸
氏
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出

場
壮
行
会（
サ
ッ
カ
ー
国
際
副
審
）

5
月
9
日（
金
）安
芸
地
区
委
員
協

議
会
総
会

　
高
知
県
市
町
村
道
整
備
促
進
協

議
会
総
会（
高
知
市
）

5
月
12
日（
月
）た
つ
の
市
表
敬
訪

問（
兵
庫
県
た
つ
の
市
）

5
月
13
日
（
火
）四
国
市
長
会
議

（
徳
島
県
阿
南
市
）

5
月
14
日（
水
）安
芸
市
健
康
衛
生

都
市
建
設
推
進
協
議
会
総
会

　
高
知
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
監
査

　
安
芸
市
議
友
会
総
会
　

5
月
15
日（
木
）（
在
庁
）

5
月
16
日（
金
）安
芸
郡
市
連
合
婦

人
会
総
会

　
高
知
県
議
会
要
望（
危
機
管
理

文
化
厚
生
委
員
会
）

　
安
芸
地
区
地
域
安
全
協
会
総
会

5
月
18
日（
日
）市
制
60
周
年
記
念

事
業
N
H
K
ラ
ジ
オ
番
組「
民
謡

を
た
ず
ね
て
」公
開
収
録

5
月
19
日（
月
）高
知
県
東
部
地
域

博
覧
会
推
進
協
議
会
事
務
所
開

設
取
材 

5
月
20
日（
火
）キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

㈱
代
表
取
締
役
社
長

　
安
芸
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

総
会

　
交
通
安
全
協
会
安
芸
支
部
総
会

5
月
21
日（
水
）A
M
A
総
会（
徳

島
県
阿
南
市
）

5
月
22
日（
木
）高
知
県
議
会
要
望

（
総
務
委
員
会
）

　
安
芸
市
木
曜
会
定
例
会
　

5
月
23
日（
金
）安
芸
シ
ル
バ
ー
短

期
大
学
入
学
式

　
三
菱
商
事
㈱
取
締
役
、関
西
支
社

長
ほ
か

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
知
事
と

の
懇
談
会

5
月
24
日（
土
）ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ

ー
ト
２
０
１
４

5
月
25
日（
日
）一斉
清
掃

5
月
26
日（
月
）安
芸
市
交
通
安
全

市
民
会
議
総
会

　
県
農
業
農
村
整
備
事
業
及
び
農

業
集
落
排
水
事
業
推
進
協
議
会

総
会（
高
知
市
）

5
月
27
日（
火
）安
芸
市
土
地
開
発

公
社
理
事
会

　
J
A
L
高
知
支
店
長

5
月
28
日（
水
）安
芸
福
祉
保
健
所
長

　
安
芸
保
護
区
保
護
司
会
総
会

5
月
29
日（
木
）ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
辞
令
交
付

　
安
芸
市
防
災
会
議

5
月
30
日（
金
）高
知
県
資
源
保
全

施
策
地
域
協
議
会
監
査（
高
知

市
）

　
高
知
県
防
犯
協
会
総
会（
高
知
市
）

この公務記録には、庁内での打合せ、ご面会等は掲載していません。5月　市長の活動
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波
に
備
え
て

市
役
所
庁
舎
の
耐
震
化

「
第
5
回
検
討
委
員
会
」

　
今
回
は
、
庁
舎
の
移
転
建
替
え
を
進
め
て
い
る
中
土
佐
町
と
、
庁

舎
の
現
地
建
替
え
を
行
っ
た
香
美
市
を
訪
問
し
、
庁
舎
耐
震
化
の
取

組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
中
土
佐
町
で
は
、
昭
和
46
年
に
建
築
さ
れ
た
庁
舎
の
耐
震
性
能
の

不
足
に
加
え
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
想
定
さ
れ
る
最
大
の
津
波
が
到

達
し
た
場
合
、
庁
舎
付
近
は
3
階
ま
で
の
浸
水
と
地
盤
沈
下
に
よ
る

長
期
浸
水
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
行
政
機
能
の
継
続
と
復
旧
・
復
興
活

動
に
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
防
災
面
を
重
視
す

る
と
と
も
に
利
便
性
に
も
配
慮
」
し
て
現
庁
舎
か
ら
約
1
㎞
以
内
で

国
道
沿
い
に
あ
る
高
台
に
移
転
建
替
え
を
行
い
、
市
街
地
に
は
避
難

タ
ワ
ー
な
ど
一
時
避
難
所
を
整
備
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
香
美
市
で
は
、
昭
和
37
年
に
建
築
さ
れ
た
庁
舎
の
耐
震
性

能
の
不
足
と
合
併
後
の
庁
舎
面
積
の
不
足
か
ら
新
庁
舎
整
備
の
検
討

を
行
い
、
「
利
便
性
や
早
期
建
設
の
実
現
性
を
考
慮
」
し
て
旧
土
佐

山
田
町
庁
舎
敷
地
内
に
新
庁
舎
を

整
備
し
ま
し
た
。
建
設
中
は
限
ら

れ
た
敷
地
内
に
新
旧
庁
舎
が
併
存

す
る
た
め
、
新
築
・
取
り
壊
し
工

程
の
調
整
や
一
部
の
部
署
・
駐
車

場
の
仮
移
転
な
ど
を
調
整
し
な
が

ら
、
高
層
化
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
確

保
と
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
強
化
を
図

っ
た
現
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

■
問
　
財
産
管
理
課

　
☎
35
・
1
0
1
3

ま
た
聞
か
せ
て
よ

下
山
小
学
校

　
下
山
小
学
校
の
児
童
は
、１・２・３・５
年
生
各
１

名
ず
つ
の
４
名
で
、２
つ
の
複
式
学
級
に
わ
か
れ
て

い
ま
す
。小
規
模
な
学
校
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
が

わ
く
わ
く
し
て
学
校
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
教

育
活
動
の
中
身
を
充
実
さ
せ
て
、「
小
規
模
な
学
校

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
、小
規
模
な

学
校
だ
か
ら
こ
そ
、子
ど
も
た
ち
が
こ
ん
な
す
ば
ら

し
い
力
を
つ
け
た
。」と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『
児
童
一人
ひ
と
り
に
表
現
す
る
力
を
養
い
、鍛
え

る
場
を
設
定
す
る
』、こ
れ
が
本
校
の
研
究
テ
ー
マ

で
す
。多
人
数
の
中
で
も
し
っ
か
り
と
自
分
の
考
え

や
思
い
を
伝
え
る
た
め
の
研
究
方
法
と
し
て
い
く

つ
か
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
落
語
の
取
り
組
み
は
、そ
の
一つ
で
し
た
。

地
区
敬
老
会
で
発
表
し
た
落
語
は
、出
席
者
の
方
々

に
、「
楽
し
か
っ
た
よ
。ま
た
聞
か
せ
て
よ
」と
、大
変

喜
ん
で
も
ら
い
、子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
自
信
と
励

み
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
後
の『
校
歌
』を

歌
う
時
の
声
の
大
き
さ
ま
で
も
変
わ
っ
て
き
た
の
で

す
！

　
い
つ
も
お
と
な
し
く
て
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て

い
た
の
で
、そ
の
豹
変
ぶ
り
に
私
た
ち
教
職
員
も
、

「
落
語
の
取
り
組
み
、こ
れ
を
続
け
い
で
ど
う
す
る
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、十
二
月

の
学
習
発
表
会
で
も
行
い
、卒
業
式
の
茶
話
会
で
は

こ
ば
な
し
を
発
表
し
て
、地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
確
実
に

上
手
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
更
に
発
表
の
場
を
増
や
し
て
い
こ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。①
地
域
の
人
の
家
に
出
向
い
て

の
出
前
落
語
②
東
川
小
学
校

の
学
習
発
表
会
へ
の
友
情
落

語
参
加
③
下
山
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
利
用
者
さ
ん
と

の
交
流
落
語
な
ど
の
機
会
を
つ

く
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
落
語
や
こ
ば
な
し
を
す
る
の

は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。正
し
い
発
音
や

声
の
大
き
さ
が
基
本
と
な
り
ま
す
。学
級
や
表
現

朝
礼
の
時
間
に
、口
の
体
操
や
早
口
こ
と
ば
を
取
り

入
れ
て
声
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
や
る
落
語
を
決
め
て
覚
え
込
ん
で
い
く

の
は
６
月
下
旬
か
ら
で
す
。昨
年
は
こ
の
時
期
か
ら

山
﨑
信
篤
さ
ん
に
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、今

年
は
助
っ
人
な
し
で
進
め
ま
す
。

　
夏
休
み
は
、校
長
室
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
を
し
、

家
で
は
家
族
に
も
聞
い
て
も
ら
い
ま
す
。９
月
に
入

る
と
、担
任
の
指
導
で
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。話
術
、

目
線
位
置
、間
の
取
り
方
、し
ぐ
さ
な
ど
を
含
め
て
、

「
あ
あ
で
も
な
い
、こ
う
で
も
な
い
…
」と
一
緒
に
想

像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
き
ま
す
。今
年
の
と
り
は
、

５
年
生
の
柚
香
さ
ん
に
な
る
の
で
長
い
は
な
し
の

落
語
へ
挑
戦
し
ま
す
。３
年
生
の
羽
琉
さ
ん
は
昨
年

よ
り
も
も
っ
と
長
い
内
容
に
取
り
組
み
、２
年
生
の

実
姫
さ
ん
と
１
年
生
の
颯
大
く
ん
は
こ
ば
な
し
を

い
く
つ
か
覚
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
練
習
を
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が

新
し
い
ネ
タ
で
、ま
ず
は
今
年
の
地
区
敬
老
会
を
盛

り
上
げ
て
、「
ま
た
、聞
か
せ
て
よ
。」と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■問 学校教育課☎35・1021

学
校
だ
よ
り
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波
に
備
え
て

市
役
所
庁
舎
の
耐
震
化

「
第
5
回
検
討
委
員
会
」

　
今
回
は
、
庁
舎
の
移
転
建
替
え
を
進
め
て
い
る
中
土
佐
町
と
、
庁

舎
の
現
地
建
替
え
を
行
っ
た
香
美
市
を
訪
問
し
、
庁
舎
耐
震
化
の
取

組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
中
土
佐
町
で
は
、
昭
和
46
年
に
建
築
さ
れ
た
庁
舎
の
耐
震
性
能
の

不
足
に
加
え
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
想
定
さ
れ
る
最
大
の
津
波
が
到

達
し
た
場
合
、
庁
舎
付
近
は
3
階
ま
で
の
浸
水
と
地
盤
沈
下
に
よ
る

長
期
浸
水
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
行
政
機
能
の
継
続
と
復
旧
・
復
興
活

動
に
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
防
災
面
を
重
視
す

る
と
と
も
に
利
便
性
に
も
配
慮
」
し
て
現
庁
舎
か
ら
約
1
㎞
以
内
で

国
道
沿
い
に
あ
る
高
台
に
移
転
建
替
え
を
行
い
、
市
街
地
に
は
避
難

タ
ワ
ー
な
ど
一
時
避
難
所
を
整
備
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
香
美
市
で
は
、
昭
和
37
年
に
建
築
さ
れ
た
庁
舎
の
耐
震
性

能
の
不
足
と
合
併
後
の
庁
舎
面
積
の
不
足
か
ら
新
庁
舎
整
備
の
検
討

を
行
い
、
「
利
便
性
や
早
期
建
設
の
実
現
性
を
考
慮
」
し
て
旧
土
佐

山
田
町
庁
舎
敷
地
内
に
新
庁
舎
を

整
備
し
ま
し
た
。
建
設
中
は
限
ら

れ
た
敷
地
内
に
新
旧
庁
舎
が
併
存

す
る
た
め
、
新
築
・
取
り
壊
し
工

程
の
調
整
や
一
部
の
部
署
・
駐
車

場
の
仮
移
転
な
ど
を
調
整
し
な
が

ら
、
高
層
化
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
確

保
と
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
強
化
を
図

っ
た
現
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

■
問
　
財
産
管
理
課

　
☎
35
・
1
0
1
3

ま
た
聞
か
せ
て
よ

下
山
小
学
校

　
下
山
小
学
校
の
児
童
は
、１・２・３・５
年
生
各
１

名
ず
つ
の
４
名
で
、２
つ
の
複
式
学
級
に
わ
か
れ
て

い
ま
す
。小
規
模
な
学
校
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
が

わ
く
わ
く
し
て
学
校
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
教

育
活
動
の
中
身
を
充
実
さ
せ
て
、「
小
規
模
な
学
校

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
、小
規
模
な

学
校
だ
か
ら
こ
そ
、子
ど
も
た
ち
が
こ
ん
な
す
ば
ら

し
い
力
を
つ
け
た
。」と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　『
児
童
一人
ひ
と
り
に
表
現
す
る
力
を
養
い
、鍛
え

る
場
を
設
定
す
る
』、こ
れ
が
本
校
の
研
究
テ
ー
マ

で
す
。多
人
数
の
中
で
も
し
っ
か
り
と
自
分
の
考
え

や
思
い
を
伝
え
る
た
め
の
研
究
方
法
と
し
て
い
く

つ
か
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
落
語
の
取
り
組
み
は
、そ
の
一つ
で
し
た
。

地
区
敬
老
会
で
発
表
し
た
落
語
は
、出
席
者
の
方
々

に
、「
楽
し
か
っ
た
よ
。ま
た
聞
か
せ
て
よ
」と
、大
変

喜
ん
で
も
ら
い
、子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
自
信
と
励

み
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
後
の『
校
歌
』を

歌
う
時
の
声
の
大
き
さ
ま
で
も
変
わ
っ
て
き
た
の
で

す
！

　
い
つ
も
お
と
な
し
く
て
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て

い
た
の
で
、そ
の
豹
変
ぶ
り
に
私
た
ち
教
職
員
も
、

「
落
語
の
取
り
組
み
、こ
れ
を
続
け
い
で
ど
う
す
る
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、十
二
月

の
学
習
発
表
会
で
も
行
い
、卒
業
式
の
茶
話
会
で
は

こ
ば
な
し
を
発
表
し
て
、地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
確
実
に

上
手
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
更
に
発
表
の
場
を
増
や
し
て
い
こ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。①
地
域
の
人
の
家
に
出
向
い
て

の
出
前
落
語
②
東
川
小
学
校

の
学
習
発
表
会
へ
の
友
情
落

語
参
加
③
下
山
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
利
用
者
さ
ん
と

の
交
流
落
語
な
ど
の
機
会
を
つ

く
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
落
語
や
こ
ば
な
し
を
す
る
の

は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。正
し
い
発
音
や

声
の
大
き
さ
が
基
本
と
な
り
ま
す
。学
級
や
表
現

朝
礼
の
時
間
に
、口
の
体
操
や
早
口
こ
と
ば
を
取
り

入
れ
て
声
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
や
る
落
語
を
決
め
て
覚
え
込
ん
で
い
く

の
は
６
月
下
旬
か
ら
で
す
。昨
年
は
こ
の
時
期
か
ら

山
﨑
信
篤
さ
ん
に
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、今

年
は
助
っ
人
な
し
で
進
め
ま
す
。

　
夏
休
み
は
、校
長
室
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
を
し
、

家
で
は
家
族
に
も
聞
い
て
も
ら
い
ま
す
。９
月
に
入

る
と
、担
任
の
指
導
で
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。話
術
、

目
線
位
置
、間
の
取
り
方
、し
ぐ
さ
な
ど
を
含
め
て
、

「
あ
あ
で
も
な
い
、こ
う
で
も
な
い
…
」と
一
緒
に
想

像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
き
ま
す
。今
年
の
と
り
は
、

５
年
生
の
柚
香
さ
ん
に
な
る
の
で
長
い
は
な
し
の

落
語
へ
挑
戦
し
ま
す
。３
年
生
の
羽
琉
さ
ん
は
昨
年

よ
り
も
も
っ
と
長
い
内
容
に
取
り
組
み
、２
年
生
の

実
姫
さ
ん
と
１
年
生
の
颯
大
く
ん
は
こ
ば
な
し
を

い
く
つ
か
覚
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
練
習
を
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が

新
し
い
ネ
タ
で
、ま
ず
は
今
年
の
地
区
敬
老
会
を
盛

り
上
げ
て
、「
ま
た
、聞
か
せ
て
よ
。」と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■問 学校教育課☎35・1021

学
校
だ
よ
り
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伊
尾
木
洞
は
長
さ
50
ｍ
、高
さ
10
ｍ
、幅
10

ｍ
ほ
ど
の
洞
窟
で
、こ
こ
に
は
60
種
類
以
上

の
シ
ダ
が
共
生
し
て
い
ま
す
。多
種
の
シ
ダ

が
１
カ
所
に
共
生
す
る
の
は
大
変
珍
し
く
、

1
9
2
6
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。崖
の
壁
面
は
び
っ
し
り
と
シ
ダ
に
覆
わ

れ
、天
井
か
ら
は
木
漏
れ
日
が
射
し
、神
秘
的
な
光
景

が
広
が
り
ま
す
。耳
を
澄
ま
す
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
野

鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
、五
感
で
自
然
の
力
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】　
国
道
55
号
線
沿
い
の
安
芸
警
察
署
伊
尾

木
駐
在
所
前
に
伊
尾
木
洞
の
看
板
が
あ
り
ま
す
。看
板

か
ら
1
0
0
ｍ
ほ
ど
北
に
進
む
と
、洞
窟
の
入
口
が
あ

り
、長
靴
を
履
い
て
川
の
中
を
進
ん
で
行
き
ま
す
。　 

（
徳
廣
）

涼
を
求
め
て
　

　国
の
天
然
記
念
物

　
　
　「伊
尾
木
洞
シ
ダ
群
落
」へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　詳
し
く
は
、24
ペ
ー
ジ「
編
集
室
か
ら
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 日 曜 7月の主な行事 時　間 場　　所

２

１２

１３

２０

２４

２５

２７

２８

２９

３１

水

土

日

日

木

金

日

月

火

木

第32回安芸全国書展（～8／17）

「社会を明るくする運動」啓発パレード

安芸市体育祭（陸上）

安芸市体育祭（スカッシュバレー）

安芸市体育祭（ビーチボールバレー）

夏季大学講座（腰塚 勇人）

夏季大学講座（イクラ）

安芸市体育祭（バドミントン）

夏季大学講座（矢守 克也）

夏季大学講座（安藤 和津）

夏季大学講座（島田 洋七）

9：00～17：00

16：00～

9：00～

8：40～

8：30～

19：00～20：30

19：00～20：15

9：00～

19：00～20：30

19：00～20：30

19：00～20：15

書道美術館

市役所スタート

芸西村憩ヶ丘運動公園

安芸市体育館

内原野体育館ほか

市民会館

市民会館

安芸市体育館

市民会館

市民会館

市民会館


